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味
に
お
い
て
、

第

一

号

五

の
理
論
の
創
始
者
で
あ
る
高
橋
教
授
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

そ
の
最
も
重
要
な
功
績
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
村
落
形
態
と
農
業

さ
ら
に
ま
た
同
氏
の
第
二
の
著
書
『
市
民
革
命
の
構
造
』
（
昭
和
二
十
五
年
）

お
い
て
、
今
日
尚
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、

の
発
逹
と
の
関
連
を
取
扱
っ
た
部
分
は
、
そ
れ
が
氏
自
身
に
固
有
な
「
独
自
」

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
わ
が
国
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
本
来
の
姿
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ク
以
後
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
発
達
の
あ
る
こ
と
は
一
云
う
ま
で
も
な
い
し
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

経
済
史
学
界
に
与
え
た
影
攀
日
は
、

re 
rurale franc;:aise)
は、

あ
わ
せ
て
プ
ロ
ッ

今
一
度
こ
こ
で
プ
ロ
ッ
ク
自
身
の
見
解
を
直
接
に
理
解

第
二
十
巻

の
重
要
な
支
柱
を
な
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に

そ
れ
が
高
橋
幸
八
郎
氏
の
『
近
代
社
会
成
立
史
論
』
（
昭
和
二
十
二
年
）

の
根
幹
を
な
し
て
い
る
と
い
う
意

一
九
三

一
年
（
昭
和
六
年
）

（

ま

え

が

き）

に
公
刊
さ
れ
た
菊
版
―
―
百
五
十
余
頁
の
本
で
あ
る
が
、

I
I
I
I
I

農
業
と
封
建
制
度
、
そ
の
一

マ
ル
ク
・
プ
ロ
ッ
ク
の
『
フ
ラ
ン
ス
農
村
史
の
独
自
の
諸
性
格
』

(
M
A
R
C
 B
L
O
C
H
,
 L
e
s
 caracteres O
r
i
g
i
n
a
u
x
 d
e
 l'histoi, 

村

落

制

度

と

農

業

の

発

逹

湯

村

武
J

と
に
わ
が
国
の
西
洋

人



い
て
は
、
農
民
は
村
落
を
形
成
し
て
届
り

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

し、

そ
れ
を
高
橋
理
論
と
の
対
比
に
お
い
て
検
討
し
て
お
く
こ

と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
無
駄
で
は
な
い
と
思
う
。

ま
ず
最
初
に
は
、
高
橋
教
授
の
『
近
代
社
会
成
立
史
論
』
を
し
て
語
ら
し
め
よ
う
Q

こ
の
本
は
、

論
文
を
取
り
ま
と
め
た
論
文
集
で
あ
る
が
、
そ
の
第
五
篇
を
な
す
『
市
民
革
命
の
構
造
展
望
』
と
題
す
る
論
文
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉

に
始
ま
る
ー

|
‘

「
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
既
に
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

・
フ
ラ
ン
ド
ル
或
は
ミ
デ
ィ
の
一
部
に
於
い
て

「
農
業
革
命
」

と
は
い
へ

、
全
般
的
に
見
て
農
業
生
産
技
術
は
極
め
て
低
位
で
あ
る
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
農
村
の
大
部
分
は
土
地
の
集
約
的
耕
作
、

人
為
的
な
施
肥
方
法
を
知
ら
ず
、
耕
地
を
一
定
期
間

「
休
ま
せ
て
お
く
」
所
謂
休
耕
の
制
度
が
一
般
的
に
行
は
れ
て
居
り
、

耕
と
の
循
環
期
間
及
び
様
式
に
よ
っ
て
二
つ
の
類
型
に
区
別
さ
れ
た
。
即
ち
、
略
々
ロ
ワ

ー
ル
河
を
南
北
の
境
界
線
と
し
て
、

に
於
い
て
は
、
同
じ
士
地
が
一
年
は
耕
作
〔
大
概
秋
又
は
春
に
播
種
〕、

部
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、

全
耕
地
は
三
つ
の
八
s
o
l
es
~
に
分
た
れ
、

．．．．．． 

こ
Q
f
 次

に
。
農
民
の
定
住
様
式
及
び
耕
地
制
度
も
南
北
フ
ラ
ン
ス
及
び
西
部
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
型
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

〔
村
落
定
住
〕、

燕
麦
時
に
は
稼
、
豆
科
植
物
〕
及
び

「
休
耕
」
に
当
て
ら
れ
、

(

l

)

 

夫
々

、
「
冬
麦
」
〔
小
麦
、

東
北
部
フ
ラ
ン
ス
に
於

独
逸
麦
又
は
裸
麦
〕
、
「
春
麦
」
〔
大
麦

翌
年
は
休
耕
と
い
ふ
単
純
な
交
替
を
行
ふ
二
圃
制
度
が
支
配
し
、

北

そ
れ
は
耕
作
と
休

第
二
十
巻

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
発
表
さ
れ
た
五
篇
の

を
経
険
し
つ
つ
あ
る

科
学
的
乃
至

南
部
フ
ラ
ン
ス

そ
し
て
そ
れ
ら
が
各
自
三
重
の
循
環
に
よ
っ
て
移
行
す
る
三
圃
制
度
が
行
は
れ

こ
こ
で
は
帯
状
長
方
形
の
耕
地
が
同
一
方
向
に
配
列
さ
れ
囲
い
込
ま
れ
る
こ
と
な

第

一
号

五



く
開
放
さ
れ
て
ゐ
る
〔
開
放
地
〕
，
土
地
所
有
11
保
有
は
か
か
る
耕
地
の
う
ち
に
分
散
的
に
組
合
さ
れ
て
成
立
し
盆
混
在
地
制
度
〕
、

農
業
経
営
は
農
村
共
同
体
全
体
の
一
H

は
ば
恨
行
的
な
規
律
11
伝
統
的
の
律
動
に
粽
属
せ
し
め
ら
れ

た
土
地
も
亦
個
々
の
農
民
の
た
め
に
保
留
さ
れ
る
こ
と
な
く
全
農
村
の
家
畜
群
飼
養
に
開
放
さ
れ
る

る
3

南
部
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
農
民
は
農
村
定
住
を
営
み
、
耕
地
は
開
放
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

以
上
の
開
放
地
に
対
し
て
、
単
独
幾
家
乃
至
は
数
軒
・
十
数
軒
の
農
家
の
孤
立
定
住
又
は
小
村
定
住
の
行
は
れ
る
西
部
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は

囲
続
地
制
度
が
支
配
し
、
各
農
民
の
耕
作
地
は
生
緬
又
は
石
垣
に
よ
っ
て
囲
い
込
ま
れ
て
ゐ
た
，

従
っ
て
こ
こ
で
は
農
村
全
体
の
共
同
放
牧
や

（
註
一
）

耕
地
強
制
を
知
ら
ず
、
む
し
ろ
、
共
同
体
的
諸
規
制
を
排
除
す
る
比
較
的
に
自
主
的
な
農
業
生
産
が
行
は
れ
え
た
の
で
あ
る
。
」

と
こ
ろ
で
、

フ
ラ
ン
ス
農
業
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
生
産
技
術
及
び
耕
地
制
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
ー
~
む
し
ろ
対
立
的
な
ー
ー
ー
型
の
支
配
は
、

高
橋
教
授
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
農
村
に
個
有
な
複
雑
な
社
会
関
係
を
賦
与
し
、
そ
の
ゆ
え
に
ま
た
、
革
命
の
経
過
中
、
農
民
連
動
の
方
向

に
特
定
の
展
望
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
で
は
こ
の
よ
う
な
農
業
制
度
の
二
つ
の
基
本
型
に
た
い
し
て
、

「
今
、
東
北
型
ロ
レ
エ
ヌ
と
西
部
型
メ
ェ
ヌ
と
を
テ
ィ
ー
ピ
ッ
シ
ュ
に
抽
記
し
て
、
「
型
」
対
立
の
意
義
を
夫
々
特
殊
農
業
機
構
に
於
け
る

地
代
形
態
の
点
に
於
い
て
対
照
す
れ
ば
。
東
北
型
、
例
へ
ば
ロ
レ
エ
ヌ
は
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

農
奴
制
度
の
如
何
な
る
社
会
経
済
的
性
格
が
対
応
す
る
か
を
み
れ
ば
ー
ー
｀

共
同
放
牧
等
々
の
共
同
体
的
強
制
は
多
か
れ
少
な
か
れ
弛
緩
し
て
現
は
れ
る
。

第
二
十
巻

第

一

号

五

村
落
定
住
様
式
と
結
合
し
て
現
は
れ
る
開
放
地
制
度
を
基
礎
と
し

封
建
的
土
地
所
有
お
よ
び

形
態
も
方
向
も
不
規
則
に
配
置
さ
れ
、
開
放
地
、
耕
地
強
制
、

規
則
的
な
長
方
形
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の

於
い
て
は
、
西
唇
民
個
人
の
自
由
な
創
意
は
糎
度
に
抑
止
さ
れ
、

共
同
体
的
強
制
が
至
上
命
令
と
し
て
全
農
業
生
産
に
諜
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ

〔
共
同
放
牧
〕
e

か
か
る
諸
関
係
の
下
に

〔
耕
地
強
制
〕
、

休
耕
地
又
は
収
穫
を
終
ヘ

こ
の
故
に



東
北
型
に
於
い
て
は
、

て
農
村
共
同
体
的
諸
規
制

「
組
織
化
さ
れ
た
共
同
労
働
」
と
を
支
柱
と
す
る
大
所
領
経
済
が
成
立
し
、

於
け
る
農
民
階
級
の
本
領
経
営
へ
の
参
加
」
乃
至
こ
の
本
領
直
営
組
織
の
解
体
〔
労
働
地
代
か
ら
生
産
物
地
代
へ
の
推
転
〕

れ
る
農
業
制
度
の
「
共
同
体
的
」
な
諸
構
成
に
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
西
部
型
、
例
え
ば
メ
エ
ヌ
は
、
孤
立
定
住
様
式
と
囲
統
地
制
度
と

に
立
脚
す
る
「
個
人
主
義
的
な
農
業
組
織
」
を
指
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

数
の
小
規
模
農
民
保
有
地
に
分
散
さ
れ
て
ゐ
た
。
文
書
に
は
何
ら
賦
役
に
就
い
て
の
根
跡
は
見
出
さ
れ
な
い
、

て
規
定
さ
れ
た
一
定
額
の
貨
幣
地
代
の
み
を
負
担
し
、
自
己
の
保
有
地
を
耕
地
強
制
な
し
に
自
由
に
耕
作
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

領
主
と
農
民
と
の
対
立
的
経
済
社
会
関
係
は
農
村
共
同
体
的
諸
強
制
な
る
技
術
的
側
面
に
掩
護
さ
れ
つ
つ
労
働
地
代

〔
或
は
そ
れ
の
直
接
的
形
態
転
化
と
し
て
の
生
産
物
地
代
〕
収
取
給
付
規
定
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
こ
れ
に
反
し
て
、

比
較
的
自
主
的
な
幾
業
経
営
を
基
抵
と
し
て
貨
幣
地
代
を
農
奴
制
的
負
担
の
基
軸
部
分
と
す
る
土
地
制
度
が
成
立
す
る
、

り
、
か
く
て
、
農
業
磯
構
の
型
の
対
立
は
、
地
代
形
態
の
そ
れ
と
緊
密
に
結
び
合
ひ
つ
つ
、

q

荘
二
）

準
と
な
る
。
」

も
つ
と
も
、
こ
れ
ら
の
諸
事
実
の
認
識
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
如
何
な
る
結
論
を
導
き
出
す
べ
き
か
に
関
し
て
は
、

構
造
展
望
』
と
い
う
論
文
は
、
明
瞭
に
は
「
展
望
」
し
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
『
展
望
』
を
ど
ん
な
に
読
み
返
し
て
み
て
も
、

た
め
に
こ
れ
ら
の
諸
事
実
が
わ
ざ
わ
ざ
冒
頭
に
、
而
も
こ
れ
程
大
き
く
取
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
第
二

〔
混
在
地
制
度
・
耕
地
強
制
・
共
同
放
牧
等
々
〕

何
の

一
般
的
に
、

と
云
ひ
う
る
の
で
あ

封
建
的
土
地
所
有
及
び
農
奴
制
の
強
度
決
定
の
基

こ
の
第
五
篇
『
市
民
革
命
の

西
部
型
に
於
い
て
は
、

農
民
は
契
約
乃
至
慣
習
に
よ
っ

農
民
の
賦
役
労
働
に
依
拠
す
る
地
主
経
営
は
な
く
、
無

の
後
も
尚
保
持
さ

か
か
る
大
土
地
所
有
の
特
質
は
外
な
ら
ぬ
「
労
働
地
代
の
形
態
に

を
表
現
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
農
奴
の
賦
役
労
働
と

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

第

一

号

五
四



註
＿
註

l-

第

一

号

篇
『
所
謂
農
奴
解
放
に
就
い
て
』
の
一
節
を
み
る
と
、
右
に
引
用
し
た
内
容
が
、
そ
つ
く
り
そ
の
ま
4
、

こ
＼
で
は
社
会
の
封
建
的
組
成
は
よ
り
強
固
に
且
つ
よ
り
永
く
維
持
さ
れ
る

で
あ
ら
う
。
「
西
部
型
」
に
於
い
て
は
貨
幣
地
代
を
燥
民
負
担
の
基
本
的
部
分
と
し
て
含
む
晟
奴
制
、

る
と
こ
ろ
の
、

一
環
が
形
勢
さ
れ
う
る
、
そ
こ
で
は
社
会
の
近
代
化
は
、
よ
り
自
由
に
よ
り
急
速
に
展
開
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

（註＝＝―）

る
「
型
」
へ
の
把
握
は
、
封
建
社
会
の
解
体
11
近
代
社
会
の
成
立
の
過
稲
の
理
解
に
と
つ
て
、
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
」

要
す
る
に
、
西
部
の
メ
ェ
ヌ
と
東
北
部
の
ロ
レ
ー
ヌ
と
を
囲
続
耕
地
型
と
開
放
耕
地
型
と
し
て
捉
え
、
前
者
は
そ
の
ゆ
え
に

建
的
土
地
所
有
制
の
解
体
へ
の
態
勢
」

を
示
し
、

し
た
が
つ
て
社
会
の
近
代
化
の
母
胎
と
な
り
、
後
者
は
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
封
建
的
組
成
を

し
た
が
つ
て
反
動
フ
ラ
ン
ス
の
拠
点
と
な
る
と
し
、
「
こ
の
よ
う
な
生
産
力
の
発
展
段
階
1

農

民
層
分
解
の
方
向
お
よ
び
規
模
'
|
ー
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
農
業
問
題
に
特
定
の
規
定
〔
必
然
と
限
界
〕
を
与
え
る
」
と
考
え
ら
れ
る
の
が
高
橋

（
註
五
）

教
授
の
構
想
で
あ
り
、
「
展
望
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
う
。

『
近
代
社
会
成
立
史
論
』
、
一
八
九
ー
一
九
0
頁
、
な
お
原
文
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
外
国
語
は
省
略
し
た
。

同
上
害
、
一
九
0
ー
一
九
一
頁

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

「
よ
り
強
固
に
か
つ
よ
り
永
く
維
持
」
し
、

の
「
型
」
を
措
定
し
つ
つ
封
建
社
会
の
脆
弱
な
、
よ
り
よ
く
云
へ
ば
、

第
二
十
巻

五
五

「
初
発
か
ら
封

そ
れ
故
、
か
か

そ
れ
自
体
初
発
か
ら
封
建
的
土
池
所
有
制
の
解
体
へ
の
態
勢
を
示
唆
す

す
る
農
奴
制
、
即
ち
「
古
典
的
」
「
典
型
的
」
荘
園
が
支
配
し
、

「
我

々
は
か
か
る
事
実
か
ら
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
う
る
。

あ
と
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ー
|
‘

即
ち

「
典
型
的
」
荘
園
の
桓
外
に
自
己

即
ち
、
「
東
北
型
」
に
於
い
て
は
労
働
地
代
を
領
主
制
的
収
取
関
係
の
基
軸
と

但
し
よ
り
簡
略
な
形
で
述
べ
ら
れ
た



村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

註
＿
＿
＿
同
上
書
、
四
二
頁

註
四
『
市
民
革
命
の
梱
造
』
四
一
頁
、
な
お
、
さ
す
が
に
こ
の
本
に
お
い
て
は
高
橋
氏
が
何
を
展
望
さ
れ
る
か
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
二
九
ー
四
一
頁

参
照
の
こ
と
。

註
五
こ
の
よ
う
な
構
想
は
、
す
で
に
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト
の
『
農
池
制
度
、
零
細
経
営
お
よ
び
国
外
移
住
』
（
一
八
四
二
）
に
お
い
て
も
崩
芽
的
に

は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
日
本
評
論
社
の
『
古
典
文
廊
』
に
収
め
ら
れ
た
同
書
の
邦
訳
（
訳
者
小
林
昇
）
に
よ
れ
ば
、
リ
ス
ト
は
、
「
零
細
経
営
は
交

錯
圃
場
制
度
と
部
落
制
度
と
の
生
ん
だ
娘
で
あ
る
」
（
四
一
頁
）
と
み
な
し
、
「
零
細
経
営
の
基
延
を
と
ど
め
る
方
法
は
、
部
落
制
度
と
交
鐵
圃
制
度
と

を
部
分
的
に
少
し
ず
つ
解
体
さ
せ
て
土
地
整
理
を
行
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
農
場
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
」
（
六
七
頁
）
。
そ
し
て
、
リ

ス
ト
に
よ
れ
ば
、
「
こ
う
す
れ
ば
今
日
ま
だ
交
錯
圃
の
な
か
に
も
存
在
し
て
い
る
中
・
小
経
営
を
永
久
に
維
持
し
得
る
ば
か
り
で
な
く
、
す
で
に
零
細
経

営
が
蔓
つ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
再
び
中
・
小
経
営
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
農
村
に
お
け
る
過
剰
な
人
口
増
加
に
は
限
界
が
置
か

れ
、
こ
の
増
加
人
口
は
工
業
に
載
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
農
村
で
は
零
細
経
営
に
よ
る
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
余
剰
生
産
物
が
つ
く
ら

れ
、
工
業
製
品
に
対
す
る
は
る
か
に
多
く
の
需
要
が
生
れ
、
農
業
は
社
会
に
と
つ
て
は
る
か
に
利
益
の
多
い
方
法
で
経
営
さ
れ
、
人
口
の
増
加
よ
り
も
家

畜
の
増
加
が
大
き
く
な
り
ー
—
_
零
細
経
営
で
は
こ
れ
と
正
反
対
の
関
係
が
生
れ
る
ー

l

ー
し
た
が
つ
て
都
市
と
農
村
と
の
福
祉
は
相
共
に
促
進
さ
れ
る
の
で

あ
る
」
（
六
八
頁
）
。

邦
訳
者
小
林
昇
氏
は
、
同
書
の
巻
末
に
、
高
橋
理
論
の
ド
イ
ツ
経
済
史
へ
の
忠
実
な
適
用
者
で
あ
る
松
田
智
雄
氏
の
『
三
月
前
期
に
お
け
る
農
業
変

革
』
を
主
た
る
典
拠
と
し
て
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
「
解
説
」
し
て
お
ら
れ
る
ー
ー

「
農
民
戦
争
の
結
呆
、
自
営
農
民
1
1
割
地
農
民
の
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
抑
圧
さ
れ
て
い
た
西
ド
イ
ツ
は
、
ナ
ボ
レ
オ
ソ
に
よ
っ
て
新
た
に
解
放
を
与
え
ら
れ

た
が
、
そ
の
解
放
の
程
度
と
そ
の
後
の
発
展
と
が
、
地
域
に
よ
っ
て
か
な
ら
ず
し
も
同
じ
で
な
か
っ
た
。
ま
ず
プ
ロ
ジ
ア
領
ラ
イ
ソ
地
方
は
、
孤
立
農
圃

の
僅
越
し
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
農
村
共
同
体
的
制
約
が
弱
か

っ
た
た
め
に
、
上
か
ら
の
解
放
を
受
入
れ
る
主
体
的
条
件
が
か
な
り
十
分
に
備
わ
っ
て
い

た
。
こ
こ
で
は
農
民
は
、
商
品
生
産
者
と
し
て
の
、
ま
た
農
村
工
業
の
経
営
者
と
し
て
の
経
済
的
成
熟
を
遂
げ
、
封
嬬
的
姪
浩
か
ら
す
で
に
脱
却
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
ナ
ボ
レ
オ
ン
の
均
分
相
続
法
も
、
慣
習
法
た
る
一
子
祖
続
を
廃
棄
せ
し
め
得
ず
、
土
地
の
零
細
化
は
迄
化
し
な
か
っ
た
。
こ

の
地
方
で
は
人
口
過
剰
は
感
‘せ
ら
れ
ず
、
一
九
世
紀
の
末
葉
に
至
っ
て
は
中
畏
お
よ
び
大
羨
が
支
配
的
と
な
っ
た
。

農
業
生
産
に
お
け
る
集
中
化
と
独
立

農
民
の
分
解
と
は
、
こ
こ
で
は
相
当
如
央
に
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
南
ド
イ
ツ
、
こ
と
に
リ
ス
ト
の
故
郷
た
る
ヴ
ュ
ル
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
や
、
さ
ら

第

一

号

五
六



に
バ
ー
デ
ン
・
バ
イ
エ
ル
ソ
等
に
お
い
て
は
、
農
民
の
解
放
は
徹
底
的
で
は
な
か
っ
た
。
」
（
二
六
二
頁
）

「
云
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
割
地
農
民
は
、
封
建
的
土
地
制
度
と
、
こ
れ
に
結
合
し
て
い
た
村
落
共
同
体
的
遺
制
と
の
な
か
に
新
し
く
生
れ

た
も
の
で
あ
る
。
割
地
農
民
の
分
解
の
過
程
1
1
資
本
の
収
奪
の
過
程
の
う
ち
に
、
こ
の
遺
制
は
掃
萬
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
土
地
の
囲
い
込
み
で
あ
り
、
こ

れ
に
伴
う
共
有
林
野
と
部
落
自
体
と
の
消
失
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
割
地
農
民
が
分
解
せ
ず
、
そ
れ
が
零
細
農
に
萎
縮
し
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
た
と

え
封
建
的
土
地
所
有
関
係
は
消
滅
し
て
も
、
そ
れ
よ
り
も
一
層
古
い
共
同
体
の
遺
制
が
、
場
所
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
つ
つ
残
存
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
的
規
模
に
お
け
る
共
同
体
的
遺
制
と
は
、
集
住
的
部
落
と
交
鐵
圃
と
共
同
の
森
林
、
牧
場
、
牧
草
地
と
を
三
位
一
体

と
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
二
六
六
頁
）
。

以
上
で
、
農
地
制
度
（
村
落
制
度
）
と
封
建
制
度
、
あ
る
い
は
資
本
主
義
の
成
立
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
、

解
さ
れ
た
と
思
う
Q

と
こ
ろ
が
こ
の
見
解
は
、
近
代
社
会
の
成
立
史
論
に
占
め
る
土
地
制
度
の
地
位
を
強
調
し
た
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て

大
き
な
功
績
を
も
つ
て
い
る
が
、
他
面
そ
の
ま
4

で
は
承
認
さ
れ
が
た
い
点
を
も
ま
た
多
々
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

プ
ロ
ッ
ク
の
前
記
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
農
村
史
』
中
、
こ
の
問
題
を
主
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
章
「
農
業
生
活
」
で
あ
る
。

本
の
構
成
は
、
第
一
章
が
「
土
地
占
有
の
大
き
な
諸
段
階
」
と
い
う
見
出
し
で
中
世
か
ら
大
革
命
に
至
る
開
墾
連
動
の
諸
段
階
を
、
第
三
章
が

「
十
四
冊
紀
及
び
十
五
抵
紀
の
危
機
に
至
る
領
主
領
」
と
い
う
見
出
し
で
見
臣
し
通
り
の
内
容
を
、

に
至
る
領
主
領
と
土
地
財
産
と
の
諸
変
革
」
と
し
て
同
じ
く
見
出
し
通
り
の
内
容
を
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

に
プ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（二，）

第
二
十
巻

第

一

号

五
七

第
五
章
が
「
諸
社
会
集
図
」
と
し
て
マ
ン
ス
・
農
村
共

第
四
章
が
「
中
世
末
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命

こ
の

以
下
直
接

高
橋
教
授
の
見
解
の
大
要
が
理



ち
、
プ
ロ
ッ
ク
は
一
云
う
ー
ー
ー

「
農
業
制
度
」
で
あ
り
、
こ
の
節
が
さ
ら
に
、

そ
し
て
、

家
々
の
周
囲
に
は

す
な
わ

し
て
云
え
ば
、

第
一
二
節
が
問
題
の

制
度
、
輪
作
組
織
を
同
じ
立
場
か
ら
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

村
落
制
度
と
晨
業
の
発
逹

第

二
十
巻

同
体
・
諸
階
級
を
、
第
六
章
が
「
農
業
革
命
の
開
始
」
と
し
て
十
八
世
紀
の
農
業
革
命
を
、

そ
れ
ぞ
れ
イ
ギ
リ
ス
及
び
ド
イ
ツ
に
対
比
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の

「
独
自
」
な
諸
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
章
の
「
農
業
生
活
」
で
は
、

さ
て
、
第
二
章

「
農
業
生
活
」
で
は
、
プ
ロ
ッ

ク
は
、
第
一
節
で

「
昔
時
の
農
業
の
一
般
的
諸
特
質
」
を
取
上
げ
、

く
自
給
自
足
的
な
殻
物
中
心
の
農
業
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
地
方
毎
の
特
色
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、

式
」
に
お
い
て
、
そ
れ
で
も
な
お
一
時
的
耕
作
の
地
方
と
二
圃
制
度
の
地
方
と
一
二
圃
制
度
の
地
方
と
が
あ
っ
た
こ
と
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
圃
制
度
は
南
部
に
一
二
圃
制
度
は
北
部
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。

H
短
冊
型
開
放
耕
地
(
l
e
s

c
h
a
m
p
s
 
o
u
v
e
r
t
s
 
et 
a
l
l
o
n
g
e
s
)
、
日
〗
不
規
則
型
開
放
地

(les 
c
h
a
m
p
s
 o
u
v
e
r
t
s
 et 
i
r
r
e
g
u
l
i
e
r
s
)
、
国
囲
続
耕
地
(
les
e
n
c
l
o
s
)
か
ら
な
り
た
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
型
の
耕

地
制
度
に
関
す
る
彼
の
記
述
の
大
要
は
、
こ
と
に
第
一
の
短
冊
型
開
放
耕
地
の
場
合
に
は
、
ほ
ゞ
高
橋
教
授
の
紹
介
の
通
り
で
あ
る
。

「
こ
の
制
度
は
、
と
り
わ
け
比
較
的
新
し
く
開
墾
さ
れ
た
地
方
で
は
、
必
ら
ず
し
も
小
集
団
毎
の
居
住
と
決
し
て
両
立
し
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
も
と
も
と
は
、
数
軒
乃
至
十
数
軒
の
部
落
よ
り
も
む
し
ろ
、
村
落
と
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

野
菜
畑
と
果
樹
園
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
常
に
垣
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

．．．．．． 
こ
れ
ら
の
囲
い
は
、
そ
れ
ら
の
垣
で
保
護
さ
れ
て
い
る
土
地
に
対
し

て
は
い
か
な
る
場
合
に
も
共
同
放
牧
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
標
識
で
あ
る
。
畑
地
の
内
部
に
さ
え
も
、
時
と
し
て
、

そ
こ
こ
こ
に
、

第

一

号

式
八

農
地
制
度
、
村
落

第
二
節
の

「
輪
作
の
諸
形

こ
と
に
後
の
二
者
に
関

そ
れ
が
云
う
ま
で
も
な



の
周
囲
に
で
は
な
く
い
く
つ
か
の
圃
場
の
集
団
の
周
囲
に
、

わ
れ
わ
れ
の
眼
を
耕
地
に
む
け
よ
う
。

も
、
そ
の
よ
う
に
云
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
は
何
ら
の
囲
堵
も
絶
対
に
設
け
ら
れ
え
な
い
と
い
う
意
味
で
は
決
し
て
な
い
，

別
、
つ
ま
り
恒
久
的
な
仕
切
り
や
一
時
的
な
仕
切
り
が
作
ら
れ
る
。
中
世
の
大
部
分
を
通
じ
て
、
耕
作
の
始
ま
る
前
に
、

れ
た
こ
と
も
あ
る
。
農
業
暦
は
こ
の
仕
事
を
春
の
仕
事
に
配
し
て
い
た
3

.

.

.

.

.

.
 

（
そ
し
て
）
、

取
壊
わ
さ
れ
た
り
埋
め
ら
れ
た
り
し
た
。
つ
い
で
十
二
世
紀
お
よ
び
十
三
世
紀
以
後
に
お
い
て
は
、

こ
の
習
慣
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
土
地
の
占
有
が
ま
だ
き
わ
め
て
僅
か
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
時
代
に
生
れ
た
の
で
あ
る
。

り
、
け
だ
も
の
が
屈
々
出
没
す
る
よ
う
な
未
墾
地
が
当
時
は
ま
だ
耕
作
地
の
な
か
に
四
方
か
ら
入
り
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
3

が
行
わ
れ
て
、
耕
地
が
ず
つ
と
ず
つ
と
集
団
化
し
、
ず
つ
と
ず
つ
と
は
つ
き
り
と
牧
場
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、

ネ
ロ
ッ
プ
の
仕
事
は
必
要
の
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、

囲
む
境
界
の
若
干
部
分
が
、
こ
の
場
合
に
は
恒
久
的
に
、
囲
瑞
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。

村
蕗
制
度
と
農
業
の
発
逹

ク
レ
ル
モ
ン
テ
地
方
で
は
、

第
二
十
巻

第

一

号

五
九

道
路
沿
い
の
圃
場
の
緑
に

一
般
的
に
開
放
さ
れ
て
い
る
多
く
の
地
方
に
お
い
て
、

大
規
模
の
開
墾

耕
作
地
域
を

こ
の
。
ヘ

つ
ま

所
に
よ
っ
て
早
い
遅
い
の
別
は
あ
る
が
、

や
が
て
収
穫
が
終
る
と
、

で
、
な
い
し
は
保
護
し
て
、
牧
揚

(
p
a
q
u
i
s
)
が
あ
る
。

J

の
手
軽
な
防
壁
は

一
時
的
な
垣
を
つ
く
る
の
が
慣
例
だ
っ
た
。

そ
れ
を
み
て
第
一
に
気
付
く
こ
と
は
、

時
と
し
て
は
溝
を
堀
る
方
法
が
選
ば

第
一
に
あ
る
種
の
区

む
ろ
ん
個
々
の
圃
場

そ
れ
が
広
々
と
開
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
，

け
れ
ど

そ
の
他
の
囲
続
地
が
あ
る
3

す
な
わ
ち
、
少
く
と
も
北
部
で
は
、
葡
萄
園
が
そ
れ
で
あ
り
（
南
部
の
諸
地
方
で
は
、

こ
れ
に
反
し
て
、
屡
々
開

放
さ
れ
て
お
り
、
南
部
で
は
こ
と
に
盛
ん
だ
っ
た
葡
萄
樹
は
収
穫
の
あ
と
で
は
家
畜
群
の
喰
べ
る
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
）
、

ま
た
そ
う
で
あ
る
。
も
し
小
川
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
ほ
と
り
に
若
干
の
牧
草
地

(
p
r
e
s
)
が
あ
る
。
次
に
は
耕
地
が
あ
り
、

そ
れ
を
囲
ん

な
い
し
は
麻
畑
も



「
こ
の
第
一
の
市
松
格
子
の
内
部
は
、

ざ
ま
な
言
葉
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

は
何
と
呼
ば
れ
る
か
？

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

こ
の
地
条
に
つ
い
て
い
え

こ
れ
ら
の
単
位
の
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
は
、

最
初
は
一
時
的
に
設
け
ら
れ
て
い
た
垣
根
が
、
長
い
年
月
を
経
る
う
ち
に
、
し
ば
し
ば
丈
夫
な
荊
棘
の
生
垣
に
か
わ
っ
た
。

エ
ヌ
で
は
、
道
路
や
場
合
に
よ
っ
て
は
共
有
地
に
沿
っ
た
こ
う
し
た
外
緑
の
閉
鎖
の
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
，
：
・
・
・
・
け
れ
ど
も
、
も
し
も
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
は
ー
ー
と
い
う
の
は
、
多
く
の
地
方
で
そ
れ
は
な
か
っ
た
ー
~
こ
れ
ら
の
防
禦
線
を
乗
り
越
え
よ
う
。

れ
わ
れ
の
眼
や
わ
れ
わ
れ
の
足
を
停
め
る
何
ら
の
障
碍
物
も
存
在
し
な
い
。

．．．．．． 
」

「
け
れ
ど
も
、
何
ら
か
の
囲
堵
に
よ
っ
て
区
割
さ
れ
て
こ
そ
い
な
い
が
、
所
有
の
境
界
は
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。

は
、
二
重
の
仕
切
り
を
も
っ
た
奇
妙
な
模
様
を
構
成
し
て
い
る
。
最
初
に
、
若
干
数
の
ー
~
十
乃
至
数
十
の
ー
大
区
割
が
あ
る
。

普
通
の
場
合
様
々
で
あ
り
、
農
村
用
語
は
、
場
所
に
よ
っ
て
な
い
し
は
村
に
よ
っ
て
さ
え
も
違
う
、

八
カ
ル
テ
ィ
ニ
q
u
a
r
t
i
e
r
s
~
、
八
ク

l
J

マ
c
l
i
r
n
a
t
s

►
、
八
カ
ン
ト
ン

c
§
t
o
n
s
>
、
八
コ
ン
ト
レ
c
o
n
t
r
e
e
s
>、

A
ハ
ベ
ー
ヌ
b
e
n
e
s
>
、

A
ハ
ッ
リ
ア
ー
ジ
ュ
t
r
i
a
g
e
s
>
・
・
・
・
・
・
。
（
が
）
、
節
灼
早
に
す
る
た
め
に
カ

ル
テ
ィ
ヱ
を
採
用
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
区
劃
の
夫
々
は
、
そ
れ
に
固
有
の
名
称
を
も
つ
て
お
り
、
・
・
・
・
・
・
た
と
え
ば
、

ル
テ
ィ
ヱ
＞
と
か
、
八
ク
ル
ー
・
デ
・
フ
ー
ル
シ
ュ
の
ク
リ
マ
＞
．．．．．． 
と
か
云
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

時
と
し
て
眼
に
み
え
る
境
界
、

つ
ま
り
土
地
の
ひ
だ
、
小
川
、
人
手
で
作
ら
れ
た
傾
斜
、
生
垣
な
ど
で
限
ら
れ
て
い
る
。

隣
り
の
カ
ル
テ
ィ
ヱ
か
ら
区
別
す
る
も
の
と
し
て
、
畝
の
方
向
が
違
う
以
外
に
何
も
な
い
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

．．．．．． 
」

さ
ら
に
い
く
つ
も
の
地
条
(
p
a
r
c
e
l
l
e
s
)
に
分
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

ば
、
そ
れ
は
畑
地
の
全
表
面
に
わ
た
っ
て
、
極
め
て
徴
細
な
ー
そ
れ
と
い
う
の
も
そ
の
数
は
極
め
て
多
い
ー
ー
’
ヽ

第

一

号

六
0

そ
の
線

耕
地
に
は
、
も
は
や
わ

＝
ー
ノ
オ
や
ロ
レ

こ
の
区
劃

ぎ
わ
め
て
さ
ま

八
グ
ロ
ス
・
ボ
ル
ヌ
の
カ

け
れ
ど
も
、
そ
れ
を

そ
し
て
き
わ
め
て
奇
妙
な



む
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
は
高
橋
教
技
の
定
式
で
あ
る
開
放
地
11
共
同
体
的
強
制
、

可
能
、
の
荼
本
梢
想
が
誤
り
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
。
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
が
教
授
の
著
書
を
読
ん
で
当
然
に
疑
問
と
す
る
の
は
、

註

（三）

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

か
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
忘
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

」
の
よ

囲
醗
地
11
自
主
的
農
莱
経
営
の

そ
の
家
畜
は
経
営
者
の
家
畜
で
あ
るl
~

し
、

こ
れ
ら
の
強
制
に
と
り
わ
け
服
し
て
い
た
の
は
耕

む
し
ろ
共
同
体
の
強
制
力
が
耕
地
に
対
し
て
は
停
止
し
て
い
た
と

一
番
草
の
刈
取
り
の
後
で
は
全
村
の
家
畜
の
喰
う
に
ま

第
二
十
巻

い
が
、
（
と
云
う
の
は
、
北
部
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
や
コ
タ
ン
タ
ン
の
場
合
に
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
）
ー
ー
l

時
と
し
て
は
、

性
を
も
た
な
い
と
い
う
点
で
、
囲
繰
さ
れ
た
耕
地
と
対
照
的
な
存
在
を
な
し
て
お
り
、

云
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
と
に
短
冊
型
耕
地
の
雌
方
で
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
、

地
だ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
こ
と
に
特
徴
的
な
事
実
で
あ
る
。
圃
場
は
生
垣
な
い
し
壁
で
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
、

な
い
ー
ー
＇
勿
論
、
他
の
場
所
に
お
け
る
と
同
様
に
、
休
閑
地
は
家
畜
飼
育
に
利
用
さ
れ
る
が
、

（註一―-)

そ
れ
ぞ
れ
の
耕
作
者
が
そ
の
作
付
を
自
由
に
決
定
で
き
る
。
」

共
同
放
牧
権
を
全
然
知
ら

-

0

ヘ
ネ
ロ
ッ
プ
と
は
、
ギ
リ
ジ
ャ
の
有
名
な
王
子
テ
レ
マ
ッ
ク
の
母
の
名
で
、
ペ
ネ
ロ
ッ
プ
の
仕
晒
と
は
、
そ
の
日
に
や
っ
た
だ
け
の
仕
事
を
夕
方
取
壊

し、

翌
日
は
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
際
限
の
な
い
仕
事
の
こ
と
で
あ
る
。

註
ニ
プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
書
、一―
―
六
ー
四

0
真

註
―
l

ー
プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
害
、
五
八
ー
五
九
頁

第

一

号

六

牧
草
地
が
全
く
閉
鎮



う
に
相
異
っ
た
農
地
制
度
が
そ
の
よ
う
に
相
異
っ
た
社
会
経
済
的
な
意
味
を
も
っ
と
い
う
、

第

一

号

ノ‘

フ
ラ
ン
ス
の
国
内
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
異
っ
た
農
地
制
度
か
行
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
事
情
が
全
然
説
明
さ
れ
て
い
な
い
、

る
。
い
ま
か
り
に
、
東
北
部
フ
ラ
ン
ス
が
開
放
耕
地
の
ゆ
え
に
共
飼
体
強
制
が
強
固
で
あ
り
、

存
し
、
西
北
部
フ
ラ
ン
ス
が
囲
饒
地
の
ゆ
え
に
自
主
的
農
業
の
可
能
に
恵
ま
れ
、
し
た
が
つ
て
資
本
主
義
化
へ
の
道
を
よ
り
順
調
に
た
ど
っ
た

と
し
て
も
、

と
い
う
こ
と
で
あ

一
体
な
ぜ
東
北
部
に
は
開
放
地
制
度
が
、
西
北
部
に
は
囲
総
地
が
行
わ
れ
た
か
の
理
由
か
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
限
り
、

に
解
決
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
佃
よ
り
も
ま
ず
プ
ロ
ッ
ク
自
身
に
つ
い
て
、

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
高
橋
教
授
の
構
想
と
前
節
に
み
た
プ
ロ
ッ
ク
の
叙
述
と
の
間
に
あ
る
若
干
の
矛
盾
も
、

と
こ
ろ
が
こ
の
問
題
は
、
短
冊
型
開
放
耕
地
に
つ
い
て
プ
ロ
ッ
ク
自
身
が
云
う
よ
う
に
、

「
こ
の
制
度
は
、

フ
ラ
ン
ス
だ
け
の
視
野
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
き
わ
め
て
広
汎
に
普
及
し
て
い
た
が
、
決
し
て
フ
ラ
ン
ス
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
3

つ
と
綿
密
な
調
査
が
逹
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
正
確
な
境
界
線
を
ひ
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、

ゴ
ー
＝
ュ
と
で
支
配
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
地
帯
自
体
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
部
分
、

ド
と
ロ
シ
ア
の
諸
平
原
、

こ
の
疑
問
の
解
決
を
試

解
決
の
著
し
く
困

（
も
っ
と
も
）
、
も

コ
オ
地
方
と
西
部
の
囲
続
耕
地
地
方
を
除
く
ロ
ワ
ー
ル
河
以
北
の
全
フ
ラ
ン
ス
と
、

ほ
と
ん
ど
全
部
の
ド
イ
ツ
、

ポ
ー
ラ
ン

と
い
う
広
大
な
地
域
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
た
、
ず
つ
と
広
汎
な
領
城
の
一
部
分
で
し
か
な
か
っ
た
3

だ
か
ら
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

け
で
洞
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

難
な
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
云
う
ー
—

そ
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
筈
で
あ
る
。

第
二
十
巻

起
源
の

両
プ
ー
ル

若
干
の
指
標
を
か
か
げ
る
だ

そ
の
解
決
の
過
程
に
お
い
て
こ

問
題
は
真

し
た
が
つ
て
封
建
的
諸
機
構
が
お
そ
く
ま
で
残

そ
の
こ
と
自
体
は
一
応
認
め
る
と
し
て
も
、
同
じ



に
な
る
。
こ
の
旋
回
は
、

耕
地
地
帯
に
呼
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ー
ー
、

あ
る
。

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

耕
さ
な
い
で
放
置
さ
れ
る
か
、

技
術
的
か
つ
法
制
的
に
み
て
の
重

疑
い
も
な
く
何
ら

（
註
一
）

ョ
ー
ロ
ッ
パ
的
舞
台
に
お
い
て
し
か
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
ん
な
言
葉
で
簡
単
に
あ
き
ら
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、

て
、
彼
自
身
の
著
書
を
い
ま
一
度
読
み
返
し
て
ゆ
く
と
、
少
く
と
も
問
題
解
決
の
端
緒
だ
け
は
、

の
著
書
自
体
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
短
冊
型
開
放
耕
地
と
囲
鏡
地
と
い
う
、

フ
ラ
ン
ス
の
内
部
で
探
り
出
せ
る
こ
と
を
彼

不
規
則
型
開
放
地
を
叙
述
す
る
に
当
つ
て
彼
の
展
開
し
て
い
る
、
農
地
制
度
と
当
時
の
最
も
重
要
な
生
産
手
段
で
あ
る
却
と
の
関
連
の
問
題
で

（
註
二
）

彼
に
よ
れ
ば
、
二
種
類
の
梨
、
す
な
わ
ち
ア
レ
ー
ル

(
a
r
a
i
r
e
無
輪
小
型
却）

古
い
フ
ラ
ン
ス
を
分
割
し
て
い
た
。
し
か
も
、

の
不
思
議
な
点
も
存
在
し
な
い
。

と
シ
ャ
リ
ュ
ー

シ
ャ
リ
ュ
ー
の
普
及
地
帯
は
殆
ん
ど
短
冊
型
耕
地
に
呼
応
し
、

「
異
っ
た
二
つ
の
耕
雄
制
度
の
型
が
、
こ
の
よ
う
に
耕
起
用
具
の
二
つ
の
主
要
型
に
呼
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
、

シ
ャ
リ
ュ
ー
は
、
牽
引
頭
数
を
同
じ
と
し
た
場
合
、

の
可
能
な
感
嘆
す
べ
き
道
具
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

一
た
ん
畝
条
が
定
ま
つ
て
い
る
場
合
に
は
、

ア
レ
ー
ル
よ
り
も
ず
つ
と
深
く
土
撰
を
堀
り
起
す
こ
と

そ
れ
に
は
車
輪
が
附
属
し
て
い
る
た
め
に
、
方
向
を
変
え
る
場
合
に
若
干
の
空
地
が
必
要

シ
ャ
リ
ュ
ー
使
用
地
方
に
お
け
る
、

大
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
時
と
し
て
は
、
畝
目
の
一
般
軸
に
直
角
を
な
す
カ
ル
テ
ィ
ヱ
の
両
側
に
、

し
ば
ら
く
、
プ
ロ
ッ
ク
の
主
張
を
聞
こ
う
ー
ー
_

問
題
は
、
こ
れ
に
関
し
て
は
再
び
触
れ
る
つ
も
り
だ
が
、

ア
レ
ー
ル
の
そ
れ
は
不
規
則
型

(
c
h
a
r
r
u
e
有
輪
梨
板
付
大
型
梨
）
と
が

云
わ
ば
二
つ
の
極
端
の
中
間
的
な
存
在
を
な
す

第

プ
ロ
ッ
ク
の
右
の
言
葉
は
し
ば
ら
く
措
い

号

六
四



れ
る
だ
ら
う
。
（
も
っ
と
も
）
、
こ
の
よ
う
な
集
中
は
、

第

一

号

な
い
し
は
全
部
の
耕
転
が
す
む
ま
で
耕
さ
れ
な
い
で
放
骰
さ
れ
る
、
帯
状
の
土
地
か
残
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ル
＞
と
呼
ば
れ
、
カ
ア
ン
平
野
で
八
ビ
ュ
ー
テ
イ
ヱ

＞
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

．．．．．． 
そ
の
た
め
に
、

と
こ
ろ
が
、
プ
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
は
―
つ
の
問
題
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
は
重
要
な
点
な
の
で
、

六
五 ピ

カ
ル
デ
イ
で
八
フ
ー
リ
エ
ー

あ
り
、
こ
の
理
由
か
ら
地
条
の
長
さ
を
担
来
る
だ
け
長
く
仲
す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、

あ
る
の
で
、
圃
場
の
形
を
正
方
形
に
近
く
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
畝
の
方
向
を
別
の
方
に
向
け
た
り
、

（註＿
i
-

）

と
っ
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
」

交
叉
す
る
よ
う
に

「
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
物
質
的
考
慮
だ
け
で
一
切
の
こ
と
を
充
分
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ら
う
か
？
確
か
に
、
―
つ
の
技
術
的

発
明
に
よ
っ
て
諸
原
因
の
鎖
を
繰
り
伸
べ
て
い
く
こ
と
の
誘
惑
は
大
き
い
。

も
の
源
泉
を
忘
れ
去
る
こ
と
に
な
る
だ
ら
う
。

シ
ャ
リ
ュ
ー
は
短
冊
型
耕
地
を
必
然
な
ら
し
め
る
、

型
耕
地
が
共
同
体
的
強
制
を
強
く
維
持
す
る
。
梨
の
匁
に
つ
け
加
え
ら
れ
た
車
体
の
前
半
部
か
ら
―
つ
の
社
会
構
造
が
流
れ
出
る
。

も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
に
推
論
す
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、

シ
ャ
リ
ュ
ー
は
、
疑
い
も
な
く
圃
場
の
形
を
長
く
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
す
る
。

決
し
て
圃
揚
の
幅
を
狭
く
す
る
こ
と
を
必
然
に
は
し
な
い
。
占
有
者
達
が
地
城
を
か
な
り
少
数
の
大
き
な
部
分
に
分
割
し
、

部
分
が
相
互
に
か
な
り
距
つ
て
い
る
よ
う
に
配
慨
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
は
、
先
験
的
に
は
、
全
然
存
在
し
な
い
。

け
れ
ど
も
、

そ
の
一
っ
―
つ
の

き
わ
め
て
徴
小
な
多
数
の
帯
状
耕
地
か
ら
構
成
さ
れ
る
代
り
に
、
き
わ
め
て
長
い
が
同
時
に
ま
た
き
わ
め
て
幅
広
い
若
干
の
圃
場
か
ら
形
成
さ

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

一
般
に
は
、
事
実
上
は
求
め
ら
れ
る
よ
り
も
む
し
ろ
避
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
十
巻

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
は
、

人
類
の
利
発
さ
の
幾
千

け
れ
ど

今
度
は
短
冊

全
文
を
引
用
し
よ
う
—
ー

ア
レ
ー
ル
は
も
っ
と
柔
軟
で

旋
回
の
数
を
少
く
す
る
の
が
適
当
で



ど
ひ
つ
く
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
も
し
共
同
体
的
諸
慣
習
が
な
け
れ
ば
、

る
3

け
れ
ど
も
、
原
因
と
結
果
と
を
そ
の
よ
う
に
正
確
に
計
量
す
る
こ
と
は
、
む
ろ
ん
単
な
る
憶
測
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

心
的
に
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
糊
り
う
る
限
り
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
シ
ャ
リ
ュ
ー
は
短
冊
型
耕
地
の
母
で
あ
る
こ
と
、

と
め
る
際
に
規
則
正
し
い
形
に
敷
珪
す
る
こ
と
を
必
然
に
し
た
し
、

集
団
的
生
活
の
実
施

そ
れ
租
野

シ
ャ
リ
ュ
ー
の
採
用
は
不
可
能
だ
っ
た
ら
う
と
い
う
こ
と
が
で
き

乃
至
は
殆
ん

も
し
そ
う
し
な
け
れ
ば
ー
ー
＇
こ
れ
は
無
茶
な
仮
定
で
あ
る
ー
ー
坤
ぷ
芹
ね
相

シ
ャ
リ
ュ
ー
の
使
用
は
そ
の
よ

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

人
々
は
、
そ
の
所
有
地
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
会
を
均
等
に
し
う
る
と
信
じ
た
。
人
々
は
、

あ
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
Q

人
々
は
、
自
然
的
な
い
し
社
会
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
災
厄
ー
ー
雹
、
作
物
の
病
害
、

荒
廃
ー
ー
に
際
し
て
全
部
が
全
部
す
つ
か
り
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
い
う
希
望
を
、

し
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
農
民
逹
の
意
識
に
き
わ
め
て
深
く
喰
い
入
っ
て
い
る
の
で
、

今
日
な
お
合
理
的
な
再
編
成
の
種
々
の
試
み
に

反
対
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
、
短
冊
型
耕
地
地
方
に
お
け
る
と
殆
ん
ど
同
じ
程
度
に
、

配
に
も
及
ぼ
し
た
Q

け
れ
ど
も
、
ア
レ
ー
ル
の
用
い
ら
れ
て
い
る
不
規
則
型
耕
地
地
方
の
場
合
に
は
、

第

一

号

戦
争
な
ど
に
よ
る

幅
を
中
庸
に
し
た
ま
4

で
単
位
圃
揚
の

面
積
を
あ
ま
り
大
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
長
さ
を
切
り
下
げ
る
こ
と
で
充
分
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

う
な
や
り
方
を
不
可
能
に
し
た
，
だ
か
ら
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
地
方
で
は
、
地
条
の
長
さ
を
短
か
く
し
な
い
で
同
時
に
あ
ま
り
大
き
す

ぎ
な
い
面
萩
に
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
地
条
の
幅
を
狭
ば
め
る
こ
と
を
余
條
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

個
々
の
地
条
を
と
り
ま

互
に
交
叉
し
合
う
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
ん
ど
は
こ
の
集
団
化
が
、
占
有
者
逹
の
間
の
あ
ら
か
じ
め
の
了
解
と
、

若
干
の
集
団
的
束
縛

に
対
す
る
彼
等
の
同
意
と
を
前
提
し
た
だ
ら
う
Q

し
た
が
つ
て
、
い
ま
尊
き
出
し
た
ば
か
り
の
結
論
を
ま
た
ひ
つ
く
り
返
す
か
、

不
規
則
型
耕
地
地
方
の
土
地
の
再
分

全
部
の
人
々
が
も
ち
う
る
よ
う
に

す
べ
て
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
土
壊
に

六
六



註註註註

四三ニー

は
農
業
の
き
わ
め
て
は
つ
き
り
し
た
―
つ
の
型
と
結
び
つ
い
て
そ
れ
を
特
徴
ず
け
る
し
、

（
荘
四
）

―
つ
の
型
が
生
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
砿
認
す
る
こ
と
に
止
め
よ
う
。」

プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
営
、
四
九
頁

ア
レ
ー

ル
に
も
車
翰
の
つ
い
た
の
が
あ
る
（
後
出
）
が
、
便
宜
上
こ
の
よ
う
に
択
し
て
お
く
。

プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
雹
、
五
五
頁

プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
書
、
五
六
ー
五
七
頁

プ
ロ
ヅ
ク
が
慎
重
に
叙
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
は
、
高
橋
教
授
の
定
式
が
示
す
程
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
は
片
ず
け
ら
れ
な
い
問
題
を

沢
山
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
に
は
、
教
授
と
は
逆
に
、
共
同
体
が
開
放
耕
地
を
可
能
に
す
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ッ
ク
の
前
記
の
言
葉
に
し
た
が
つ
て
、
や
は
り
一
応
は
、
問
題
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
舞
台
」
に
お
い
て
も
検
討
し
て
お

定
着
様
式
、

つ
ま
り
、

ス
ラ
ヴ
的
定
着
（
家
族
共
同
体
か
ら
出
発
し
て
円
形
村
落
、
放
射
状
耕
地
）
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

な
か
で
絶
讃
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
マ
イ
ツ
ェ
ン
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
最
初
に
か
つ
最
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
取
扱
っ
た
の
は
、

く
こ
と
が
必
要
に
な
る
Q

（四）

第
二
十
巻

第

一

号

す
な
わ
ち
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
、

六
七

ケ
ル
ト
的
定
着
（
氏
族
制
度
か
ら
出
発

マ
イ
ツ
ェ
ン
に
拠
つ
て
四
つ
の
民
族
的

ゾ
ン
バ
ル
ト
が
そ
の
『
近
世
資
本
主
義
』
（
岡
崎
訳
•
第
一
分
冊
）
の

J

れ
ら
二
つ
の
規
準
が
な
い
場
合
に
は
全
く
異
っ
た



学
者
は
、

を
概
親
し
て
お
こ
う
ー
ー
ー
。

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

で
は
、

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
イ
ボ
ウ
ム
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

る
見
解
は
、

彼
は
、

そ
の
『
英
国
村
落
協
同
体
』
（
一
八
八
三
年
）
の
な
か
で
、

け
れ
ど
も
、
こ
の
マ
イ
ツ
ェ
ン
流
の
見
解
、
す
な
わ
ち
村
落
制
度
の
地
域
に
よ
る
差
異
を
、
そ
こ
に
定
着
し
た
民
族
の
精
神
の
差
異
に
求
め

ゾ
ン
バ
ル
ト
の
時
代
に
お
い
て
こ
そ
そ
う
だ
っ
た
に
し
て
も
、

い
。
プ
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
民
族
が
過
去
の
鍵
を
与
え
る
と
思
わ
れ
て
い
た
時
代
に
こ
そ
当
然
に
通
用
す
る
考
え
だ
が
、

そ
の
ゆ
え
に
割
替
開
放
耕
地
を
採
用
し
た
筈
の
ゲ
ル
マ
ン
人
は
、
タ
キ
ト
ウ
ス
の
『
ゲ
ル
マ
ー
ー
ー
ア
』

ま
な
い
の
み
な
ら
ず
密
集
し
た
緊
落
さ
え
も
忌
み
嫌
」
い
、
「
そ
の
好
む
と
こ
ろ
に
個
々
別
々
に
分
散
し
て
居
住
」
し
て
い
た
も
の
と
し
て
現

（註＝＝）

わ
れ
て
い
る
。マ

イ
ツ
ェ
ン
に
代
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
説
明
が
試
み
ら
れ
て
き
た
か
？

（
註
四
）

に
つ
い
て
小
松
芳
喬
教
授
の
も
の
さ
れ
た
秀
れ
た
論
文
、
『
開
放
耕
地
制
度
の
起
源
』
に
拠
つ
て
、

小
松
教
授
に
よ
れ
ば
、
開
放
耕
地
制
度
の
起
源
の
問
題
に
本
格
的
に
手
を
つ
け
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
初
の

は
、
「
決
定
的
に
破
産
し
て
い
る
」
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
事
実
、

マ
イ
ツ
ェ
ン
に
よ
れ
ば
そ
の
固
有
の
性
癖
か
ら
緊
村
型
定
着
を
な
し
、

今
日
で
は
も
は
や
、

第
二
十
巻

し
、
散
居
式
囲
続
耕
地
）
、
ゲ
ル
マ
ン
的
定
着
（
農
村
共
同
体
か
ら
出
発
し
、
割
替
地
村
落
）
、

主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
そ
の
大
要

阿
題
の
中
核
を
な
す
闊
放
耕
地
制
度

の
記
述
で
は
、

共
同
耕

当
時
は
、
「
都
市
に
住

今
日
で

そ
の
ま
4

で
は
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

住
）
を
示
し
た
あ
と
で
、
そ
れ
に
註
し
て
云
う
ー
ー
、
「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
マ
イ
ツ
ェ
ン
『
諸
民
族
の
定
着
と
農
業
』
（
一
八
九
五
）
は
、

関
す
る
諸
問
題
の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
、
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
豊
富
な
源
泉
で
あ
る
。
ー
|
よ
仮
の
研
究
の
及
ぶ
所
ま
で
は
わ
れ
わ
れ
も
確
実
な
歩

み
を
つ
ゞ
け
る
。
そ
の
止
ま
る
所
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
科
学
も
た
い
て
い
止
ま
つ
て
し
ま
ふ
。
」

第

一

号

六
八

定
着
に

ロ
ー
マ
的
定
着
（
ロ
ー
マ
植
民
市
の
百
人
組
定



よ
っ
て
排
置
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
、
と
書
い
て
い
る
。

と
彼
は
つ
け
加
え
て
い
る
。

「
最
初
の
分
配
が
依
存
し
た
原
理
は
団
体
の
成
員
の
持
分
を
平
等
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
原
理
で
あ
っ
た
」
、

を
散
在
せ
し
め
叉
混
渚
せ
し
め
た
。
此
の
原
理
は
一
定
の
地
位
に
よ
る
不
平
等
を
阻
止
は
し
な
か
っ
た
が
、

類
似
の
状
態
に
お
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
」
、

メ
イ
ト
ラ
ン
ド
も
ま
た
、

ッ
ク
と
共
の
彼
方
』
の
序
文
の
な
か
で
、
「
明
白
な
解
答
は
、
耕
地
は
平
等
の
迎
堂
に
於
い
て
経
済
と
能
率
と
を
犠
牲
に
せ
ん
と
す
る
人
々
に

そ
し
て
、
こ
の
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
説
が
永
く
学
界
に
支
持
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
で
取
上
げ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
ク
・
プ
ロ
ッ
ク
の
著
書
(
-
九
三
一
年
）
に
剌
戟
さ
れ
て
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

と
に
同
一
の
制
度
が
存
在
す
る
理
由
が
、

シ
イ
ボ
ウ
ム
で
は
説
明
で
き
な
い
と
し
た
。

第

一

号

そ
し
て
、

六
九

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
チ
ア
ア
ル
ズ
・
ス

明
ら
か
に
わ
れ
わ
れ
が
こ

と
い
う
に
あ
る
。
「
こ
れ
は
地
条

同
一
地
位
の
人
々
総
べ
て
を
殆
ど

一
八
九
七
年
の
『
ド
ウ
ム
ズ
デ
イ
・
プ

一
九
三
八
年
に
、

こ
れ
に
対
す
る
彼
自
身
の
説
明
は
、
ー
ー
＇

・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
が
、

有
力
な
反

や
が
て
、
『
英
国
隷
農
制
』

作
と
い
う
農
業
技
術
的
側
面
か
ら
こ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
農
業
は
牡
牛
八
頭
立
て
の
梨
に
よ
る
共
同
作
業
と
し
て

行
わ
れ
た
が
、
こ
の
共
同
耕
作
の
必
要
が
割
替
開
放
耕
地
制
度
を
必
然
に
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

に
は
、
『
英
国
経
済
史
及
び
学
説
序
説
』
の
著
者
ア
シ
ユ
リ
が
贅
成
し
た
ほ
か
は
、
永
く
賛
成
者
が
な
か
っ
た
し
、

（
一
八
九
二
年
）
の
著
者
ナ

・
ポ
オ
ル
・
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ

ア
ド
フ
と
、
彼
の
友
人
フ
レ
ド
リ
ク
・
ウ
イ
リ
ア
ム

対
意
見
を
出
し
た
。

ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ア
ド
フ
は
、

こ
の
シ
イ
ボ
ウ
ム
の
説
明

シ
イ
ボ
ウ
ム
の
牡
牛
八
頭
の
聯
畜
と
い
う
点
に
疑
問
を
提
起
し
、
領
主
直
営
地
は
と
も
か
く
と
し
て
、
農
民
保
有

地
に
は
四
頭
の
場
合
も
少
く
な
か
っ
た
し
、
こ
と
に
、
馬
一
頭
で
耕
作
を
す
る
中
部
ロ
シ
ア
と
、
そ
れ
よ
り
多
い
頭
数
を
使
用
し
た
イ
ギ
リ
ス



村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
は
梨
の
発
達
で
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
農
業
制
度
の
発
展
を
理
解
す
る
に
は
、

れ
た
最
初
の
農
具
は
、
樹
枝
叉
は
鹿
角
よ
り
製
作
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
硯
代
の
鍬
の
如
く
手
前
に
引
く
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
せ
ら
れ
る
。

し
、
幾
許
も
な
く
し
て
、
地
中
に
穿
入
せ
し
め
る
農
具
の
利
益
が
発
見
せ
ら
れ
、
今
日
な
ほ
僻
諏
の
地
に
使
用
せ
ら
れ
る
胸
押
鋤
（
プ
レ
ス
ト

（
註
五
）

・
プ
ラ
ウ
）
や
カ
ス
フ
ロ
ウ
ム
の
如
き
も
の
が
考
案
せ
ら
れ
た
。
斯
様
な
押
す
鋤
に
代
つ
て
、
牽
＜
却
が
始
作
せ
ら
れ
た
時
に
は
、

ム
ウ
の
柄
の
上
部
に
猿
を
附
加
し
た
も
の
に
類
似
し
て
居
た
。
此
の
談
に
附
け
ら
れ
た
家
畜
な
り
人
間
な
り
の
力
で
却
の
尖
端
が
土
壌
中
を
牽

引
さ
れ
、
耕
夫
は
柄
の
上
端
を
保
持
し
て
尖
端
の
深
さ
を
調
節
し
た
。
次
に
は
鉄
の
梨
頭
が
柄
の
下
部
に
附
加
せ
ら
れ
、

力
と
耕
夫
の
調
節
力
と
を
最
大
な
ら
し
む
る
や
う
に
木
材
を
組
合
せ
た
も
の
に
発
展
し
た
。
此
の
種
の
梨
が

a
r
a
t
r
u
m
と
呼
ば
れ
、

配
下
の
英
国
に
於
い
て
一
般
に
使
用
せ
ら
れ
て
居
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
間
も
な
く
、

加
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
の
能
率
は
大
い
に
増
進
し
た
。
即
ち
、

め
ら
れ
た
。
其
の
次
に
は
梨
刀
（
コ
ウ
ル
ク
）
が
附
加
せ
し
め
ら
れ
、
梨
頭
の
上
の
芝
や
雑
草
を
切
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
梨
頭
の
活
動
を
自

由
な
ら
し
め
た
。
梨
板
と
梨
刀
と
を
具
備
し
た
近
代
型
の
梨
は
、
既
に
羅
馬
占
領
下
の
不
列
顛
に
も
行
は
れ
、
其
の
後
ゲ
ル
マ
ン
人
の
侵
入
の

進
行
と
共
に
普
及
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

．．．．．． 

（
と
こ
ろ
で
）
、

梨
板
は
現
在
右
側
に
附
い
て
居
り
、

従
つ
て
襲
諧
の
土
は
梨
が
牽
か
れ
る
の

却
頭
に
よ
っ
て
掘
起
さ
れ
た
土
壊
は
邸
板
に
よ
っ
て
畝
を
形
成
せ
し

片
側
叉
は
両
側
に
梨
板
（
モ
ウ
ル
ド
ボ
オ
ド
）
を
附

第
二
十
巻

第

一

号

七

0

羅
馬
支

や
が
て
聯
畜
の
牽
引

カ
ス
フ
ロ 然

テ
ュ
ア
ト
・
オ
オ
ウ
イ
ン
博
士
の
農
業
技
術
的
説
明
が
、
学
界
に
一
大
波
紋
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
博
士
は
、
農
業
が
高
地
及

び
丘
陵
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
い
う
説
を
一
応
正
し
い
と
仮
定
し
て
も
、
．
す
で
に
サ
ク
ソ
ン
時
代
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
平
原
へ
の
大
拡
張
が
行

当
時
に
お
け
る

梨
に
関
す
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
以
下
、
小
松
教
授
に
よ
っ
て
そ
の
主
張
を
た
ど
る
と
、
ー
「
地
表
を
耕
作
す
る
為
に
考
案
せ
ら



る
平
行
的
な
「
小
地
条
」
（
ラ
ン
ド
）
に
区
刻
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ
る
。

中
央
に
直
線
的
な
隈
溝
を
作
る
。
此
の
際
土
は
右
側
に
梨
き
返
さ
れ
る
Q

次
に
同
じ
龍
古
糾
を
逆
行
す
る
。

共
れ
に
よ
っ
て
土
は
第
一
回
目
と
反

対
側
に
梨
き
返
さ
れ
る
。
次
に
は
第
二
回
目
に
梨
き
返
さ
れ
た
士
の
外
側
を
聯
畜
に
梨
を
牽
か
せ
る
。
土
は
再
び
内
側
に
返
さ
れ
る
。

に
は
第
一
回
目
に
呵
生
き
返
さ
れ
た
土
の
外
側
に
沿
つ
て
逆
行
し
、
共
の
上
を
も
内
側
に
返
す
。

の
後
は
畝
の
雙
方
十
二
噸
つ
つ
を
、
何
れ
も
中
央
の
畝
の
側
に
梨
き
返
す
。
此
の
過
稲
を
各
小
地
条
に
就
い
て
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。

地
条
の
幅
員
に
は
一
般
的
規
則
は
無
く
、
二
十
二
硼
を
超
え
る
も
の
は
少
い
が
、
最
も
狭
い
場
合
に
は
一
一
一
砺
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
す
ら
あ
る
。

の
畝
か
ら
遠
ざ
か
る
に
伴
ひ
、
耕
梨
聯
畜
が
方
向
転
換
す
る
時
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
距
離
が
増
大
す
る
か
ら
、

増
大
す
る
よ
り
は
、
別
箇
の
小
埠
条
と
し
て
耕
作
し
た
方
が
時
間
と
労
力
と
の
節
約
に
な
る
の
で
あ
る
。
他
方
、

多
く
の
部
分
に
於
け
る
如
く
、
粘
土
質
の
平
坦
な
土
地
で
排
水
が
困
難
な
場
合
や
、
或
ひ
は
又
瞼
峻
な
山
腹
で
泉
の
咬
出
し
易
い
場
合
な
ど
に

は
、
小
地
条
は
狭
い
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
斯
様
な
小
地
条
は
傾
斜
に
従
っ
て
方
向
を
決
定
す
る
こ
と
を
便
利
と
し
、

が
、
フ
ァ
ア
ロ
ン
グ
、

牽
引
し
得
る
距
離
に
は
限
度
が
あ
る
か
ら
、
耕
旭
は
幾
プ
ロ
ッ
ク
か
の
、
数
と
方
向
と
を
異
に
す
る
小
地
条
群
に
分
た
れ
る
。

（
荘
六
）

シ
ョ
ト
等
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」

そ
し
て
博
士
は
、
当
時
の
農
業
が
自
給
自
足
農
業
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
一
定
限
度
以
上
の
土
地
に
対
す
る
需
要
が
な
か
っ
た
こ
と
、

カ
の
低
心
結
果
と
し
て
農
民
達
は
「

一
秒
で
も
」
生
産
的
作
業
に
必
要
で
あ
り
、
開
墾
地
を
細
分
し
て
農
地
を
個
別
化
し
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

第

一

号

七

囲
塙
や
門
の
製
作
生
産

此
の
プ
ロ
ッ
ク

且
聯
畜
が
一
気
に
梨
を

幅
員
を
二
十
二
硝
以
上
に

サ
フ
ァ
ク
及
び
＝
シ
ク
ス
の

中
央 小

共
れ
に
よ
っ
て
畝
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
共

共
の
次

而
し
て
先
づ
小
地
条
の
中
央
に
畝
を
作
る
。

其
の
方
法
は
、

最
初 ミか

4

に
連
れ
て
右
側
に
梨
き
返
さ
れ
る
。
従
っ
て
斯
様
な
梨
を
最
も
能
率
的
に
使
用
す
る
為
に
は
、
耕
地
を
二
十
二
璃
叉
は
共
れ
以
下
の
幅
を
有
す



に
来
、
人
々
は
皆
開
放
耕
地
に
相
並
ん
で
は
た
ら
い
た
か
ら
、

そ
れ
に
よ
っ
て
稿
を
結
ば
れ
る
、
ー
ー

一
方
に
お
い
て
は
オ

一
日
の
仕
事
の
次
に
は
次
の
日
の
仕
事
が
来
た
と
同
じ
く
、

一
人
の
八
小
地

梨
耕
の
時
期
は
農
業
年
度
の
第

第
二
十
巻

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

な
ど
耕
作
や
牧
畜
以
外
の
作
業
に
時
間
を
失
う
こ
と
を
嫌
っ
た
こ
と
、
自
衛
上
村
落
に
群
居
し
て
い
た
当
時
に
於
い
て
は
、

に
よ
り
生
じ
る
農
地
の
〈
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
は
、
他
の
方
法
に
よ
り
償
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
あ
と
で
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
ー
ー
＇

「
第
一
に
、
矮
樹
林
や
森
林
の
開
墾
に
よ
る
未
開
墾
地
の
開
発
が
あ
り
、
其
の
後
に
、
農
業
の
進
歩
に
伴
ひ
、

八
小
地
条
＞
を
作
り
出
し
た
。
耕
地
の
地
勢
と
土
壊
の
組
成
と
が
八
小
地
条
＞
の
大
さ
を
、
そ
し
て
叉
、

で
あ
る
典
型
的
地
条
を
形
成
す
る
八
小
地
条
＞
の
数
を
、
決
定
し
た
。
耕
地
の
地
勢
は
叉
、

フ
ァ
ア
ロ
ン
グ
の
大
さ
と
方
向
と
を
決
定
し
、
土

壊
の
組
成
は
、
共
の
幅
員
と
、
叉
其
の
中
の
八
小
地
条
＞
の
数
と
を
決
定
し
た
。
第
二
に
生
命
維
持
農
業
（
サ
ブ
シ
ス
タ
ン
ス
・
フ
ァ
ア
ミ
ン

グ
）
は
各
成
員
に
対
し
平
等
な
る
取
扱
を
必
要
と
す
る
。
共
れ
故
農
地
は
其
の
大
さ
が
相
互
に
近
以
し
て
ゐ
た
。

一
農
業
制
度
を
課
し
た
。
共
れ
故
人
々
は
同
一
の
季
節
に
同
一
の
仕
事
に
一
緒
に
着
手
し
た
。
其
の
中
で
、

条
＞
の
次
に
は
隣
人
の
八
小
地
条
＞
が
来
た
Q

此
の
制
度
は
新
フ
ァ
ア
・
ロ
ン
グ
の
余
地
を
作
る
為
に
未
開
墾
地
を
更
に
開
発
し
、

（
註
七
）

事
に
新
来
者
と
共
の
耕
梨
聯
畜
と
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脇
同
体
の
成
長
に
適
応
し
た
。
」

な
お
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
小
松
教
授
自
身
の
見
解
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
有
名
な
ポ
ス
タ
ン
教
授
と
と
も
に
、

ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ア
ド
フ
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
流
の
去
わ
ば
「
政
治
理
論
」
と
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、

に
あ
る
。
教
授
は
、
「
傾
聴
に
値
す
る
」
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ン
の
言
葉
を
か
か
げ
、

叉
毎
日
の
仕

オ
ウ
イ
ン
博
士
に
な
ら
つ
て
梨
の
重
要
性
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、
オ
オ
ウ
イ
ン
流
の
こ
う
し
た
云
わ
ば
農
業
技
術
的
説
明
が
、

両
説
の
妥
協
を
計
る
こ
と

第

号

七

生
命
維
持
農
業
は
各
人
に
同

梨
板
付
の
梨
に
よ
る
耕
作
が

村
落
よ
り
の
遠
近

一
日
の
仕
事
で
あ
り
慣
習
的
ェ
イ
カ



村
落
制
度
と
農
業
の
発
辻

『
技
術
的
』
諸
目
的
と
の
全
く
の
列
骰
は
若
干
不
自
然
で
あ
る
。

士
に
よ
っ
て
叙
述
せ
ら
れ
た
方
法
で
（
平
等
な
土
地
単
位
が
）
形
成
せ
ら
れ
、

第

一

号

七

区
別
を
行
ふ
価

然
し
論
珪

オ
オ
ウ
イ
ン
博
士
は
農
民
世
帯
が
大
約
平
等
で
あ
っ
た
と

「
仮
令
共
同
耕
作
の
目
的
が
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
考
へ
た
や
う
に
『
社
会
的
』
及
び
『
政
治
的
』
で
あ
ら
う
と
も
、

排
置
せ
ら
れ
得
た
で
あ
ら
う
。

著
者
夫
妻
が
行
ふ
技
術
的
考
察
は
、

は
れ
る
考
察
と
根
本
的
に
異
る
も
の
で
は
な
い
。
地
条
の
散
在
を
説
明
す
る
為
に
、

依
然
と
し
て
オ
オ
ウ
イ
ン
博

真
突
、
『
社
会
的
』
諸
目
的
と

『
社
会
』
史
学
者
逹
に
よ
っ
て
通
常
行

仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
此
の
平
等
を
博
士
は
原
始
的
形
態
に
於
け
る
開
放
耕
地
の
先
要
条
件
と
見
倣
し
て
ゐ
る
。

学
者
や
法
律
学
者
に
は
、
『
先
要
条
件
』
と
し
て
の
社
会
的
平
等
と
『
社
会
的
目
的
』
と
し
て
の
社
会
的
平
等
と
の
差
異
は
、

値
の
あ
る
ほ
ど
十
分
央
存
的
な
も
の
で
あ
ら
う
が
、
史
学
者
は
経
済
的
平
等
と
開
放
耕
地
制
度
と
が
若
干
の
関
聯
を
有
す
る
と
の
オ
オ
ウ
イ
ン

（
註
八
）
（
註
九
）
（
註
一

0
)

博
士
の
推
論
に
満
足
し
、
博
士
と
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ァ
ド
フ
と
の
間
に
大
な
る
差
異
を
発
見
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
」

註
l

ゾ
ソ
メ
ル
ト
、
『
近
枇
壺
本
主
義
』

（
岡
崎
次
郎
訳
、
第
一
分
冊
）
五
四
頁

註

l-ゾンバ
ル
ト
の
右
の
本
は

一
九
0
三
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

註――ー

ク
キ
ト
ウ
ス
『
ゲ
マ

ーニ

ル
ア
』
岩
波
文
庫
本
、
六
五
頁

註

四

小

松
氏
の
『
封
建
英
国
と
そ
の
崩
壊
過
程
』
（
昭
和
十
九
年
）
所
収
論
文

註
五
「
蔀
闊
の
翡
地
地
方
に
長
く
用
い
ら
れ
、
今
日
な
お

S
k
y
e

島
等
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
長
い
木
の
柄
の
先
端
の
曲
っ
た
処
に
約
二
択
半
の
長
さ
の

木
片
が
鈍
角
に
附
取
け
て
あ
り
、
其
の
木
片
の
先
端
に
は
鉄
片
が
嵌
め
て
あ
る
。
角
は
釘
締
め
で
足
の
操
作
に
堪
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
鍬
と
異

り
、
梨
の
如
く
直
線
的
な
嘲
溝
を
作
り
、
能
率
は
四
箇
の
鍬
に
匹
敵
す
る
と
言
う
」
（
小
松
氏
、
前
出
害
、
六

0
頁）。

註
六
小
松
氏
、
前
出
害
、
五
五
ー
五
六
頁

註

七

小

松
氏
、
前
出
喫
、
五
九
頁

註
八
小
松
氏
、
前
出
書
、
六
ニ
ー
六
三
頁

第
二
十
巻



さ
き
に
み
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、

再
び
プ
ロ
ッ
ク
に
帰
ら
う
。
そ
し
て
、
農
地
制
度
と
梨
の
構
造
と
の
関
連
を
、
直
接
に
プ
ロ
ッ
ク
自
身
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

註

（五）

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

シ
ャ
リ
ュ
ー
は
短
冊
型
開
放
耕
地
に
、

ア
レ
ー
ル
は
不
規
則
型
開
放
耕
地
に
呼
応
し
て
い
た
こ
と
を
わ
れ

第
二
十
巻

註
九
開
放
耕
地
制
度
（
交
鐵
圃
場
制
度
）
が
な
ぜ
成
立
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
前
出
リ
ス
ト
の
見
解
は
、
当
時
の
社
会
状
慇
上
自
衛
の
た
め
に
衆
村

形
態
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
、
領
主
の
支
配
政
策
が
ま
た
同
じ
く
緊
村
を
有
利
と
し
た
こ
と
、
衆
村
的
居
住
は
必
然
的
に
交
錯
圃
を
生
む
と
い
う
に
あ
る
。

こ
の
見
解
の
背
後
に
は
、
む
ろ
ん
兄
ィ
ノ
グ
ラ
ア
ド
ブ
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
硫
の
平
等
の
必
要
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
ス
ト
は
云
ぅ
ー
、

「
交
鐵
噸
経
営
と
部
落
制
度
と
が
平
地
に
お
い
て
成
立
し
た
時
は
、
個
人
の
財
産
と
安
全
と
を
ま
ず
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
状
腺
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
て
こ
の
配
慮
は
、
当
時
の
事
情
に
お
い
て
は
、
集
住
に
よ
っ
て
の
み
実
行
し
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
集
住
は
必
然
に
交
錯
圃
を
生
ん
だ
」
（
八
八

頁
）
。
「
こ
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
役
畜
で
あ
る
農
民
の
群
は
、
部
落
の
な
か
に
囲
い
込
ま
れ
て
狼
の
攻
撃
か
ら
守
ら
れ
る
一
方
、
反
抗
せ
ず
に
最
も
容
品

に
毛
を
剪
っ
た
り
汎
を
搾
っ
た
り
さ
せ
る
よ
う
に
用
意
さ
れ
て
、
よ
っ
て
た
か
つ
て
祖
税
や
勁
行
料
や
上
納
金
や
金
納
、
現
物
納
の
地
代
等
々
を
取
り
立

て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
（
九
八
頁
）
。

1
0

中
川
一
男
氏
の
『
西
洋
中
批
史
新
論
』
は
、
十
一
枇
紀
か
ら
十
二
批
紀
に
か
け
て
の
変
化
と
し
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
北
東
部
及
び
南
部
の
各
地
に
於

て
人
口
が
集
中
す
る
傾
向
を
示
し
、
西
部
に
於
て
は
農
家
が
孤
立
す
る
傾
向
を
示
し
た
」
と
指
摘
し
た
あ
と
で
欠
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
ー
ー
・
「
こ
れ

は
地
形
、
地
質
及
び
そ
の
他
の
経
済
事
情
に
依
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
主
た
る
原
因
は
、
北
東
部
及
び
南
部
に
於
て
は
、
農
民
が
各
自
に
防
禦

せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
る
こ
と
と
、
開
墾
を
盛
ん
に
せ
る
こ
と
と
に
よ
る
と
い
は
れ
て
い
る
。
即
ち
、
外
敵
の
侵
入
の
甚
だ
し
き
場
合
に

於
て
は
、
一
所
に
集
合
し
て
、
防
禦
工
事
を
施
す
こ
と
が
よ
り
よ
く
必
要
と
さ
る
る
と
と
も
に
、
ま
た
人
口
の
増
加
が
土
地
の
開
墾
を
促
し
、
開
墾
地
が

滅
税
そ
の
他
諸
種
の
特
権
あ
る
こ
と
よ
り
考
え
て
有
利
な
る
こ
と
よ
り
、
そ
の
地
を
中
心
と
し
て
群
居
す
る
に
至
り
し
も
の
と
い
は
れ
て
い
る
」
（
二
四

0
頁
）
。

第

一

号

七
四



が
、
極
度
に
不
齊
形
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
メ
ェ
ヌ
地
方
に
お
け
る
よ
う
に
シ
ャ
リ
ュ
ー
が
使
わ
れ
る
場
合
に
さ
え
も
、

そ
う
し
て
は
い
け
な
い
珪
由
は
何
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

q

註
一
）

で
、
圃
場
の
面
積
は
か
な
り
広
く
な
り
、
耕
地
分
散
の
法
則
は
殆
ん
ど
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
」

が
、
そ
れ
は
兎
も
角
、
こ
の
囲
続
耕
地
制
度
自
体
は
一
体
ど
う
し
て
誕
生
し
た
の
か
？

「
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
何
よ
り
も
そ
の
地
理
的
分
布
状
態
を
、
そ
し
て
同
時
に
、

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
述
べ
終
っ
た
他
の
二
つ
の
耕
地
制
度
の
場
合
と
同
様
に
、

で
は
な
い
Q

．．．．．． 
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
の
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
の
問
題
は
フ
ラ
ン
ス
の
囲
続
地
だ
け
で
あ
る
。

ロ
ワ
ー
ル
河
の
近
く
に
位
置
し
、

開
放
さ
れ
て
共
同
体
的
強
制
に
服
し
て
い
る
ポ
ン
シ
ャ
ー
ト
オ
地
方
を
除
い
た
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
全
部
、
東

か
ら
南
に
カ
ア
ン
平
野
を
取
り
巻
い
た
丘
陵
地
帯
を
も
つ
コ
タ
ン
タ
ン
地
方
、
メ
ェ
ヌ
地
方
、
ペ
ル
シ
ュ
地
方
、

方
の
八
ボ
カ
ー
ジ
ュ
＞
、
障
壁
の
な
い
開
放
地
型
の
オ
ア
シ
ス
を
形
成
し
て
い
る
泥
土
の
多
い
諸
平
野
を
除
い
た
、

分
、
南
西
隅
の
バ
ス
ク
地
方
に
あ
る
ビ
ュ
ー
ゲ
イ
及
び
ゲ
ク
ス
地
方
、
以
上
が
1
ー
ー
確
か
に
あ
ま
り
に
大
雑
把
で
、

よ
っ
て
正
確
に
さ
れ
修
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
ー
—l
囲
続
耕
地
地
方
の
地
図
と
し
て
今
日
描
き
う
る
も
の
で
あ
る
，
要
す
る
に
、

士
地
の
起
伏
の
多
い
、
そ
し
て
常
に
貧
弱
な
土
製
の
地
方
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

か
な
り
大
き
く
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
な
か
っ
た
。

「
多
く
の
囲
続
耕
地
地
方
で
は
、

そ
れ
と
い
う
の
も
、

人
々
は
ア
レ
ー
ル
を
も
つ
て
耕
し
た
，

わ
れ
は
知
つ
て
い
る
が
、
残
る
―
つ
の
農
地
制
度
型
で
あ
る
囲
続
耕
地
の
地
方
で
は
、第

二
十
巻

第

一

号

お
そ
ら
く
そ
の
理
由
は
、

七
五

き
わ
め
て
緩
や
か
な
士
地
占
有
と
い
う

し
ば
し
ば

こ
の
制
度
も
ま
た
フ
ラ
ン
ス
だ
け
の
も
の

ボ
ワ
ト
オ
及
び
ヴ
ァ
ン
デ
地

中
部
丘
陵
地
帯
の
大
部

も
っ
と
突
込
ん
だ
調
査
に

そ
れ
が
結
び
つ
い
て
い
る
生
活
様
式

こ
れ
ら
の
囲
鏡
地
は
、

い
ず
れ
の
型
の
梨
が
用
い
ら
れ
る
か
ー
ー
ー

そ
こ

そ
の
大
部
分

圃
場
の
幅
を



村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

十
八
世
紀
の
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
行
わ
れ
た
、

け
れ
ど
も

共
同

荒
蕪
地
と
耕
作
地
と
を
交
互
に
繰
り
返
す
八
冷
い
土
地

そ
れ
ら
の
地
方
に
お
け
る
土
地
占
有
が
広
面
積
の
土

第
二
十
巻

蕪
地
）
の
如
き
も
の
が
拡
が
つ
て
い
た
。
そ
こ
は
牧
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
こ
で
は
ま
た
、

普
通
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
小
共
同
体
が
耕
地
で
の
刈
跡
地
共
同
放
牧
梱
を
な
ぜ
容
易
に
断
念
し
う
る
か
の
理
由
が
、

る
わ
け
で
あ
る
Q

未
だ
開
墾
さ
れ
て
い
な
い
空
地
で
の
共
同
放
牧
が
、
よ
り
完
全
に
開
墾
さ
れ
た
地
方
が
も
は
や
同
じ
程
度
に
は
知
ら
な
い
よ

う
な
諸
資
源
を
、
提
供
し
て
く
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
同
じ
事
情
が
、

地
単
位
で
行
わ
れ
、
各
経
営
者
は
僅
か
の
単
位
の
土
地
し
か
所
有
し
な
い
こ
と
の
理
由
を
説
明
す
る
。

．．．．．． 

か
く
し
て
、
囲
続
耕
地
制
度
の
起
源
を
知
る
最
初
の
手
が
か
り
は
、
ま
さ
し
く
一
時
的
耕
作
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。

の
あ
と
を
辿
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
Q

け
れ
ど
も
、
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
諸
事
実
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
観
念
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
を
、

れ
に
可
能
に
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

（
註
―
―
)

terres f
r
o
i
d
e
s
~

の
制
度
を
、
か
な
り
よ
く
知
つ
て
い
る
。
そ
の
一
部
分
は
共
有
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
広
い
い
ま
―
つ
の
部
分

は
、
お
そ
ら
く
個
人
的
占
有
の
対
象
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
八
熱
い
土
地

terres
c
h
a
u
d
e
s
~

は
絶
対
に
知
ら
な
い
よ
う
な
、

体
的
諸
拘
束
に
服
し
て
ゞ
あ
る
。
各
経
営
者
は
、
そ
の
恒
久
的
か
つ
囲
統
さ
れ
た
耕
地
の
ほ
か
に
、

そ
れ
に
よ
っ
て
説
明
し
う

数
ケ
所
に
分
散
し
て
存
在
す
る
荒
蕪
地
を

も
つ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
経
営
者
は
、
か
な
り
の
時
間
的
間
隔
を
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
荒
蕪
地
に
裸
麦
を
轟
き
に
や
っ
て
く
る
。

わ
れ
わ

そ
の
発
逹

か
な
り
広
汎
に
一
時
的
耕
作
が
行
わ
れ
る
の
が

た
と
え
ば
プ
ル
タ
］
―
-
ュ
の
ラ
ン
ド
（
荒

条
件
が
加
わ
る
。
囲
続
耕
地
は
、
殆
ん
ど
常
に
、
そ
の
中
心
に
、
言
葉
の
一
般
的
意
味
に
お
け
る
村
落

々
、
す
な
わ
ち
部
落

h
a
m
e
a
u
を
も
つ
て
い
る
。

．．．．．． 
そ
し
て
、
こ
の
徴
小
な
人
間
グ
ル
ー
プ
は
、

い
。
生
垣
や
壁
で
仕
切
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
耕
地
群
の
周
囲
に
は
、
か
な
ら
ず
広
大
な
未
墾
地
が
、

そ
の
所
有
地
を
恒
久
的
に
耕
し
は
し
な

第

一

号

V
i
l
l
a
g
e
 

七
六

で
は
な
く
、

一
据
り
の
家



に
作
ら
れ
て
い
る
囲
堵
は
、
取
り
壊
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
＞
，

第

一

号

七
七

か
く
し
て

野
獣
の
歩
き
廻
る
未
墾
地
が
ど
こ
で
も
家
の
す
ぐ
間
近
ま
で
迫
つ
て

若
干
の
土
地
区
劃
ご
と
に
少
し
ず
つ
個
人
の
発
意
に
よ
っ

過
渡
期
の
も
つ
種
々
の
不
確
実
さ
を
は
つ
き
り
と
反
映
し
て
い

一
定
期
間
だ
け
は
そ
れ
か
ら
保
譲
さ
れ
て
い
た
土
地
を
、

や
が
て
共
同
放
牧
権

こ
れ
ら
の
冷
い
土
地
の
収
穫
物
を
保
護
す
る
た
め

る
慣
習
に
し
た
が
つ
て
＞
、

そ
の
裸
麦
を
収
穫
し
た
あ
と
は
、
敷
薬
や
堆
肥
薬
を
と
る
た
め
に
そ
れ
よ
り
や
や
長
い
期
慨
え
に
し
だ
の
生
え
る
に
委
せ
ら
れ
る
。

は
、
そ
の
土
地
に
囲
い
を
す
る
わ
け
だ
が
、
全
く
暫
定
的
な
資
格
で
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。

と
一
七
六
九
年
に
そ
の
有
名
な
報
告
書
の
な
か
で
レ
ン
ヌ
の
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
は
書
い
て
い
る
、

え
に
じ
だ
は
、
三
年
間
し
か
生
や
す
こ
と
が
出
来
な
い
・
・
・
・
・
・
こ
の
定
め
の
期
間
が
す
む
と
、

に
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
，
少
数
の
経
営
者
逹
に
よ
っ
て
開
墾
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
土
地
の
、
多
く
の
場
合
大
部
分
、

お
そ
ら
く
は
全
部
が
、
も
と
も
と
は
、
（
野
莱
畑
を
除
い
て
）
、
八
冷
い
土
地
＞
で
あ
り
、
作
物
の
生
え
て
い
る
期
間
以
外
は
、

・
ク
ー
チ
ュ
ム
＞
ほ
、
し
ば
し
ば
か
な
り
に
曖
昧
な
そ
の
規
定
の
な
か
で
、

八

こ

れ

ら

の

と
去
う
よ
り
も

厳
格
な
共
同
放

牧
の
義
務
に
服
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
最
も
古
い
慣
習
法
で
十
四
世
紀
の
初
葉
に
編
纂
さ
れ
た
八
ッ
レ
・
ザ
ン
シ
ア
ン
ヌ

る
。
囲
親
は
認
め
ら
れ
て
い
る
、
け
れ
ど
も
、
ー
|
l
所
有
者
達
に
そ
の
圃
場
を
放
棠
す
る
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
八
g
u
e
r
p
i
r
)
,
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
し
た
た
め
に
八
g
u
e
r
b
;
,
,
と
呼
ば
れ
た
ー
—
れ
刈
跡
地
共
同
放
牧
梱
は
、
依
然
と
し
て
広
汎
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
全
体
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
資
格
に
お
い
て
若
干
の
法
制
的
庇
設
の
対
象
で
あ
る
。

そ
し
て
、
開
墾
は
、
よ
り
後
で
荒
蕪
地
の
一
時
的
開
墾
が
行
わ
れ
た
際
の
よ
う
に
、

て
行
わ
れ
た
の
だ
か
ら
、
し
た
が
つ
て
耕
地
の
形
は
不
規
則
に
な
る
し
、

い
る
制
度
の
場
合
、
囲
競
が
決
定
的
か
つ
恒
久
的
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
穀
物
を
ま
も
る
た
め
に
不
可
映
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

八
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
殆
ん
ど
法
律
化
し
て
い

そ
の
際
彼



る
。
三
圃
式
輪
作
制
度
の
発
生
も
、

お
そ
ら
く
は
こ
れ
と
同
じ
地
城
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
三
圃
制
度
の
普
及
圏
は
、

を
特
徴
と
す
る
Q

そ
の
眼
に
み
え
る
標
識
は
、

圃
場
が
一
般
に
長
方
形
を
な
し
て
い
る
こ
と
と
、

そ
の
地
条
群
の
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
結
集
で
あ

な
い
、
占
有
の
二
つ
の
型
が
く
る
。

一
者
は
八
北
方
型
＞
と
も
云
い
う
る
も
の
で
、

共
同
体
の
特
に
強
固
な
挺
豪
カ

そ
の
何
れ
も
が
囲
壻
の

長
い
間
に
わ
た
っ

し
、
か
つ
各
種
の
鱗
形
の
重
な
り
合
い
を
別
に
措
け
ば
、

常
に
混
合
型
の
出
現
に
好
意
的
な
接
触
地
帯
を
考
慮

け
れ

か
く
し
て
プ
ロ
ッ
ク
は
結
論
す
る
'
|
ー

規
則
正
し
く
播
種
さ
れ
る
地
域
は
全
体
の
土
地

村
落
制
炭
と
農
業
の
発
逹

の
ご
く
小
部
分
を
し
か
構
成
し
て
い
な
い
、

第
二
十
巻

囲
続
耕
地
制
度
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
制
度
の
下
で
は
、
共
同
体
は
耕
地
に
対
し
て
は
そ
の
施
利
を
放
棄
す
る
わ
け
だ
が
、

能
で
あ
る
の
は
、
士
地
の
大
部
分
に
対
し
て
は
依
然
と
し
て
そ
の
権
利
が
保
留
さ
れ
て
お
り
、

（腔―-）

と
い
う
理
由
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
」

「
シ
ャ
リ
ュ
ー
と
三
圃
制
度
の
実
施
と
は
、
そ
の
何
れ
も
が
北
部
の
諸
平
原
に
誕
生
し
た
も
の
と
、
充
分
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
3

ど
も
、
そ
の
普
及
範
囲
は
決
し
て
一
致
し
て
は
い
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
シ
ャ
リ
ュ
ー
は
、
他
方
で
は
、
普
通
の
場
合
、

い
て
い
る
。
が
時
と
し
て
そ
れ
は
、
囲
繰
耕
地
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

と
家
畜
飼
育
と
の
間
に
全
員
の
生
活
に
必
要
な
正
確
な
均
衡
を
確
保
す
る
唯
一
の
手
段
を
も
ち
、
ー
ー
ー
し
た
が

つ
て
、

シ
ャ
リ
ュ
ー
を
発
朋
し
、

短
冊
型
耕
地
に
結
び
つ

フ
ラ
ン
ス
の
内
部
に
、
自
然
的
諸
条
件
と
人
類
の
歴
史
と
の
双
方
に
緊
密
な
関
係
を

も
つ
て
い
る
、
農
業
文
明
の
三
つ
の
大
き
な
型
を
、
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
は
、
痩
せ
た
土
堀
と
緩
や
か
な
、

て
全
く
間
歌
的
で
、
常
に
ー
ー
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
も
ー
~
大
部
分
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
止
ま
つ
て
い
た
占
有
と
の
型
、

耕
雄
制
度
で
あ
る
。
次
に
は
、
も
っ
と
緊
り
の
あ
る
、
そ
の
何
れ
も
が
原
則
と
し
て
は
耕
地
に
対
す
る
集
団
の
強
制
力
を
、

す
な
わ
ち
囲
続

す
な
わ
ち
、
収
穫

一
般
に
、
南
に
む

第

一

号

七
八

そ
れ
が
可



か
つ
て
は
そ
の
領
域
を
大
き
く
の
り
越
え
て
い
る
が
、
他
の
諸
方
向
に
む
か
つ
て
は
そ
う
で
は
な
い
ー
—
'
ア
ル
ザ
ス
平
原
を
み
よ

t

の
で
お

つ
て
、

シ
ャ
リ
ュ
ー
と
短
冊
嬰
地
条
と
の
圃
場
制
度
の
そ
れ
と
、
全
く
は
一
致
し
て
い
な
い
。
最
後
に
、

村
落
制
度
と
艇
業
の
発
逹

ー

少

く

と

も

固

有

の
意
味
で
の
南
フ
ラ
ン
ス

事
柄
を
単
純
に
す
る
た
め
に
、

第

号

七
九

組
織
と
精
神
状
態
に
お
け
る
そ
れ
租
は
つ
き
り
し

（
ミ
デ
イ
）
に
お
い
て
は
ー
~
二
圃
式
綸
作
制
度
と
に
忠
突
で
あ
り
、

自
体
に
お
い
て
は
、
共
同
体
精
坤
を
も
つ
こ
と
が
眼
に
み
え
て
少
い
。
古
い
農
村
社
会
の
、

た
こ
れ
ら
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
こ
の
地
方
一
般
の
進
化
の
上
に
、
必
ら
ず
深
刻
な
影
告
を
及
ぽ
し
た
筈
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、

（
荘
四
）
（
註
五
）

許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
」

註

＿

プ

ロ
ッ
ク
、
前
出
巴
、
五
九
頁

註

二

冷
た
い
土
地
と
は
、
大
き
い
槌
々
の
影
に
な
る
、
湿
気
の
多
い
、
粘
土
骰
な
い

し
泥
灰
質
の
土
地
の
こ
と
で
あ
る
。

註
―
l

ー

プ
E

ッ
ク
、
前
出
餡
、
六
一
ー
六
一
――頁

註
四
プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
諏
芦
、
六
四
ー
六
五
真

註
五
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
問
阻
の
研
究
も
ほ
ゞ
同
様
の
方
向
を
辿
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
上
原
写
鉱
教
授
の

『
狐
血
近
代
歴
史
学
研
究
』

の

第
一――i
早
「
ゲ

ル
マ

ン
文
化
研
究
の
発
送
と
古
ゲ
ル
マ

ン
餞
制
の
若
干
問
願
」
は
、
カ
ー
ル

・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
の
『
ゲ
ル
マ
ソ
北
方
最
古
幾
菜
史
臨
』
(
-
九

―
―
一
五
年
）
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
は
、
す
で
に

ス
カ

ン
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
等
の
学
者
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
先
史
、
地
名
研
究
、
歴
史
地
理
字
、

定
住
史
等
の
研
究
成
栄
を
極
め
て
蓋
宮
に
援
用
し、

特
に
北
方
ゲ

ル
マ
ン
民
族
最
古
の
農
業
及
び
誤
制
を
明
か
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
り
、
ゲ
ル
マ
ン
長

史
の
研
究
に
一
新
紀
元
を
劃
し
た
も
の
と
た
た
え
、
そ
の
所
論
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
は
云
ぅ
ー

「
大
き
い
密
集
村
落
は
原
始
時
代
の
ス
カ
ソ
ヂ
・
ナ
ヴ
ィ
ア
に
は
存
在
せ
ず
、
個
家
足
住
が
仮
勢
に
行
わ
れ
て
を
り
、
側
ら
高
々
小
さ
い
細
村
を
な
す
定
住

が
行
わ
れ
て
い
た
。
技
術
上
の
進
歩
と
人
口
増
加
と
に
よ
り
銅
器
時
代
の
終
末
に
又
鉄
器
時
代
を
通
じ
て
定
住
が
森
杯
ー
ー
こ
の
地
帯
は
今
や
す
で
に
開

が
然
し
若
千
の
留
保
を
つ
け
て
、

第
二
十
巻

八
南
方
型
＞
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、

当
然
に

占
有
と
農
業
生
活
そ
れ

古
く
か
ら
の
ア
レ
ー
ル
と
、

二
つ
の
開
放
型
の
第
二
の
も
の
は
、



と
、
多
く
の
場
合
シ
ャ
リ
ュ
ー
で
は
な
く
ア
レ
ー
ル
に
よ
る
耕
作
と
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
共
同
体
的
強
制
は
、

な
耕
作
し
か
行
わ
れ
え
な
い
場
合
に
の
み
生
れ
る
耕
地
制
度
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、

な
る
ほ
ど
耕
地
に
は
適
用
さ

き
わ
め
て
緩
や
か
な
土
地
占
有
と
、

プ
ロ
ヅ
ク
に
し
た
が
つ
て
こ
こ
ま
で
辿
り
つ
け
ば
、

（六）

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

墾
が
開
始
せ
ら
れ
て
い
る
ー
ー
を
侵
す
に
至
っ
た
。
而
か
も
こ
の
侵
略
も
森
林
中
え
漸
次
に
前
進
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
小
群
定
住
及
び
個
々
家
敷
地
の

形
で
遂
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
漸
く
基
督
降
誕
の
頃
以
降
と
も
な
っ
て
一
種
の
定
住
密
集
化
が
始
ま
り
、
不
規
則
な
村
落
類
似
形
策
を
云
為
し
う
る

に
至
る
。

．．．． 

（
か
く
し
て
）
、
持
分
（
プ
ー
プ
ェ
）
制
は
ス
カ
ソ
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
於
い
て
は
断
じ
て
最
初
の
定
住
時
代
に
湖
る
も
の
で
は
な
く
、
漸
く

初
期
中
世
に
至
っ
て
国
家
権
力
に
よ
り
財
政
、
軍
事
及
び
行
政
事
由
に
基
ぎ
導
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
•
•
•
•
そ
の
際
、
そ
の
頃
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア

の
大
部
分
に
普
及
せ
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
有
鉗
装
輪
型
や
一
二
圃
経
済
の
よ
う
な
技
術
的
進
歩
も
、
こ
れ
に
重
大
な
影
菩
を
及
ぽ
し
た
の

で
あ
っ
た
」
（
九
五
ー
九
八
頁
）
。

そ
し
て
、
上
原
教
授
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
の
こ
の
新
著
に
お
い
て
、
「
髭
制
の
諸
関
係
に
お
け
る
グ
ル
ン
ド
ヘ
ル
ジ
ャ
プ
ト
の
位
置
が
強
調
せ
ら

れ
て
い
る
点
が
特
に
注
目
せ
ら
れ
る
。
こ
の
、
農
制
に
お
け
る
グ
ル
ン
ド
ヘ
ル
ジ
ャ
プ
ト
重
視
親
は
、
最
近
公
刊
せ
ら
れ
た
(
-
九
三
七
年
）
プ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
・
リ
ュ
ト
ゲ
教
授
の
精
緻
に
し
該
博
な
る
新
研
究
『
主
と
し
て
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
に
お
け
る
中
独
地
域
の
初
期
中
世
農
制
』
に
お
い
て
も
強
調
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
•
•
•
•
そ
れ
に
よ
っ
て
ド
ー
。
フ
ジ
ュ

1
1

ヴ
ェ
ー
ラ
ー
の
論
陣
が
強
化
せ
ら
れ
た
と
摂
て
よ
い
」
。
む
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
云
つ
て

こ
の
よ
う
な
見
解
が
す
で
に
ド
イ

ツ
学
界
の
定
説
化
し
て
い
る
と
は
必
ら
ず
し
も
云
え
ず
、
他
方
に
は
カ
ー
ル

・
ハ
ッ

ク
の
如
く
古
．
ケ
ル
マ
ソ
農
制
の
協

同
体
的
性
格
を
強
調
す
る
も
の
も
ま
た
存
在
す
る
。

い
ま
や
事
態
は
明
ら
か
で
あ
る
。
高
橋
教
授
に
よ
れ
ば
農
業
近
代
化
の
舟
胎
を
な
し
た

筈
の
囲
統
絣
地
制
度
は
、
そ
の
実
は
、
多
く
の
場
合
高
地
地
方
の
、
土
地
の
痩
せ
た
、
地
形
の
不
齊
形
な
、

第

号

八

0

広
大
な
共
有
地

し
た
が
つ
て
ま
た
き
わ
め
て
粗
放



農
業
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
耕
地
制
度
の
型
と
農
業
の
進
化
と
は
、

れ
な
い
が
、
耕
地
は
土
地
の
小
部
分
を
し
か
占
め
な
い
の
で
あ
っ
て
、
残
余
の
広
大
な
部
分
を
な
す
共
有
地
に
は
、

い
る
。
他
方
開
放
耕
地
は
、
そ
の
不
規
則
型
で
あ
る
と
短
冊
型
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、

に
結
び
つ
く
。

わ
け
で
あ
る
。

第
1

号

よ
り
集
約
的
な
耕
作
と
よ
り
緊
り
の
あ
る
士
地
占
有
と

つ
ま
り
、
よ
り
高
度
の
農
業
段
階
へ
の
進
化
が
、
こ
と
に
家
畜
飼
育
の
必
要
上
、

る
。
さ
ら
に
、
不
規
則
型
と
短
冊
型
の
差
異
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
前
者
は
二
圃
式
輪
作
制
度
と
ア
＞
ー
ル
に
、

ャ
lJ
ュ
ー
と
に
結
び
つ
く
。
前
者
は
土
地
の
不
齊
形
な
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

八

中
部
丘
陵
地
帯
か
ら

大
ま
か
に

こ
の
二
大
制
度
が
、
中

も
う
少
し

し
た
が
つ
て
高
地
の
農
業
で
あ
り
、
後
者
は
土
地
の
平
坦
な
、

こ
こ
で
は
、
高
橋
教
授
の
構
想
の
ま
さ
し
く
逆
の
形
で
結
び
つ
い
て
い
る

け
れ
ど
も
、
事
態
を
い
ま
一
段
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
同
じ
く
プ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
二
圃
制
度
と
三
圃
制
度
と
の
関
係
を
、

検
討
し
て
お
こ
う
。
ち
な
み
に
プ
ロ
ッ
ク
は
、
輪
作
の
形
式
を
、
前
記
の
よ
う
に
い
一
時
的
耕
作

(culture
t
e
m
p
o
r
a
i
r
e
)
、

作
制
度

(
a
s
s
o
l
e
m
e
n
t
b
i
e
n
n
a
l
)、
バ
三
圃
式
輪
作
制
度

(
a
s
s
o
l
e
m
e
n
t
t
r
i
e
n
n
a
l
)

の
三
つ
に
分
つ
—
ー
、

「
二
大
輪
作
組
織
の
地
理
的
な
分
布
は
、
正
確
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
十
八
世
紀
末
及
び
十
九
世
紀
初
葉
に
ー
|
・
つ
ま
り
、

地
を
な
く
し
て
い
き
、
よ
り
柔
軟
な
作
物
循
環
組
織
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
農
業
革
命
以
前
に
ー
ー
ー
あ
っ
た
ま
＼
の
状
熊
を
再
現
す
る
こ
と

は
、
む
ろ
ん
不
可
能
で
は
な
い
だ
ら
う
。
け
れ
ど
も
、
精
密
な
研
究
が
不
足
し
て
い
る
。
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

世
以
来
、
大
き
な
集
団
を
な
し
て
相
互
に
対
立
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
、
き
わ
め
て
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
二
圃
式
輪
作
制
度
は
、

ミ
デ
イ
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
地
方
で
支
配
的
な
存
在
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ガ
ロ
ン
ヌ
河
の
諸
地
方
、

第
二
十
巻

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
、

囲
一
圃
式
綸

漸
次
に
休
閑

し
た
が
つ
て
平
原
の

後
者
は
三
圃
式
輪
作
制
度
と
シ

耕
地
の
開
放
化
を
余
儀
な
く
す
る
わ
け
で
あ

強
く
そ
の
支
配
が
及
ん
で



村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

こ
れ
が
古
い
時
代
の
や
り
方
の
残
存
で
あ
る
こ

と

土
地
は
、

あ
い
だ
に
休
閑

を
伴
っ
た
小
麦
又
は
裸
麦

一
時
的
耕
作
の
実
施
と
土
地
の
三
分
割
制
度
と
に
結
び
つ
い
て
お
り
、

場
所
に
よ
っ
て
は
十

こ
う
し
た
島
々
の
数
は
ず
つ
と
ず
つ
と
多
く
な

第
二
十
巻

母
）

南
に
流
れ
る

ロ
ー
ヌ
河
沿
岸
ミ
デ
イ
で
あ
り
、
ポ
ワ
ト
オ
ま
で
廷
び
る
。
そ
れ
か
ら
北
は
三
圃
式
輪
作
制
度
が
支
配
し
た

」

と
こ
ろ
が
、
十
八
世
紀
末
の
大
略
の
分
布
が
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
も
つ
と
重
要
な
こ
と
は
、

の
三
圃
制
度
は
、
古
い
時
代
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
こ
の
二
大
制
度
、

制
度
と
三
圃
制
度
の
分
布
を
、
も
っ
と
接
近
し
て
観
察
し
よ
う
。

「
そ
の
分
布
図
は
、
た
と
え
そ
の
作
成
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
t

彩
色
さ
れ
た
幅
広
い
板
で
単
純
に
描
き
分
け
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

尺
若
干
の
点
描
さ
れ
た
地
帯
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
南
部
で
は
、
三
圃
制
度
は
、

に
稀
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
も
っ
と
北
に
進
む
と
、
二
圃
制
度
の
リ
ズ
ム
は
、
競
争
相
手
の
型
と
な
ら
ん
で
、

広
大
な
空
間
を
占
め
て
い
た
。
農
業
革
命
に
至
る
ま
で
は
、
南
は
ス
ト
ラ
ス
プ

ー
ル
港
、
北
は
ウ
イ
ッ
セ
ン
プ

ー
ル
に
至
る
ア
ル
ザ
ス
平
原
の

全
部
分
が
、
忠
実
に
二
圃
制
度
を
実
施
し
て
い
た
。
同
様
に
、
フ
ラ
ン
シ
ュ

・
コ
ン
テ
の
山
間
地
帯
の
多
く
の
村
々
や
、

側
山
腹
に
は
、
か
な
り
多
数
の
二
圃
式
輪
作
制
度
地
帯
が
あ
っ
た
。
も
つ
と
時
代
を
浣
る
と
、

る
。
中
世
の
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
に
は
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
広
範
囲
に
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
同
じ
時
代
に
は
、

＝
ヌ
で
も
か
な
り
広
汎
に
見
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
あ
と
の
方
の
地
方
、
す
な
わ
ち
メ
ニ
ヌ
で
は
、
二
圃
式
輪
作
制
度
は
、

九
世
紀
の
初
葉
ま
で
存
続
し
て
い
た
が
、

（註一
l
)

は
三
つ
の
セ

ー
ゾ
ン

(s1:1is
o
n
s
)
が
あ
る
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
セ

ー
ゾ
ン
に
お
い
て
、

の
交
替
耕
作
を
六
年
間
行
う
、
そ
の
あ
と
に
完
全
に
放
龍
さ
れ
る
三
年
間
が
や
っ
て
く
る
3

ア
ン
ジ
ュ
ー
や
メ

最
も
興
味
を
ひ
く
。
そ
こ
に

プ
ル
タ

ー
＝
ュ
の
北

長
い
間

全
然
出
会
わ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
極
度

南
部
の
二
圃
制
度
は
普
遍
的
だ
が
、
北
部

第

1

号

八

す
な
わ
ち
二
圃



に
叛
逆
し
続
け
た
。
北
部
で
は
、
人
口
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、

第

一

号

八

は
殆
ん
ど
疑
間
の
余
地
が
な
い
。
し
か
も
、
中
間
的
な
諸
段
階
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
カ
ロ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
時
代
の
財
産
目
録
は
、

北
に
あ
る
い
く
つ
も
の
領
主
直
営
地
に
お

い
て
、
三
つ
の
セ
ー
ゾ
ン
の
存
在
、

芦
麦
よ
り
も
ず
つ
と
ず
つ
と
広
い
面
積
を
占
め
て
い
る
3

そ
し
て
そ
の
い
け
は
、

ロ
ワ
ー
ル
河
の

け
れ
ど
も
、

ー
ー
こ
の
こ
と
は
領
主
の
畑
を
耕
す
べ
く
借
地
人
逹
に
要
求
さ
れ
る
賦
役
の
研
究
に
よ
っ
て
は
つ
き
り
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
ー
ー
ー
秋
蒔
麦
は
春

ゞ
け
て
い
る
か
、
な
い
し
は
む
し
ろ
、
そ
の
隣
接
地
条
で
は
一
年
だ
け
休
耕
さ
れ
た
あ
と
で
規
則
正
し
く
春
蒔
麦
が
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の

に
、
若
干
の
地
条
は
、
二
年
間
の
休
閑
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
Q

め
て
古
い
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ク
時
代
に
立
証
さ
れ
る
し
、
疑
い
も
な
く
も
っ
と
古
い
時
代
に
ま
で
遡
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、

（註――-）

間
に
わ
た
つ
て
二
圃
式
輪
作
制
度
と
混
り
合
っ
て
い
た
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
緩
和
さ
れ
た
形
態
を
伴
つ
て
い
た
。
」

要
す
る
に
、
プ
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
北
部
の
三
圃
式
輪
作
制
度
・
南
部
の
二
圃
式
輪
作
制
度
と
い
う
現
在
の
分
布
地
図
は
、

ら
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
は
、
少
く
と
も
北
部
に
つ
い
て
み
る
眼
り
、
二
圃
制
度
か
ら
三
圃
制
度
へ
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

れ
ば
、
何
が
二
圃
制
度
か
ら
三
圃
制
度
へ
の
推
移
を
決
定
す
る
か
、

な
ぜ
南
部
は
執
拗
に
二
圃
式
輪
作
制
度
に
止
ま
つ
て
い
る
か
が
解
明
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
残
念
な
が
ら
プ
ロ
ッ
ク
は
、
こ
れ
に
答
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
は
一
字
，

1

「
北
部
で
は
、
三
圃
式
輪
作
制
度
が
普
及
し
て
い
っ
た
。
南
部
で
は
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

幾
泄
紀
も
の

終
始
そ
れ
に
頑
強

年
々
土
地
の
三
分
の
一
だ
け
し
か
空
け
て
お
か
な
い
こ
と
を
可
能
に
す
る
方

法
が
、
目
に
み
え
て
選
択
さ
れ
て
い
っ
た
。
南
部
で
も
、
同
じ
よ
う
な
欲
求
を
感
ぜ
し
め
ら
れ
た
こ
と
は
一
云
ぅ
ま
で
も
な
い
。

第
二
十
巻

あ
た
か
も
外
来
の
要
素
に
対
す
る
か
の
如
く
に
、

け
れ
ど
も
、
農

だ
と
す

明
ら
か
に
昔
か

北
部
地
方
で
は
三
圃
式
輪
作
制
度
の
歴
史
は
確
か
に
き
わ

荘
図
の
大
部
分
が
依
然
と
し
て
二
圃
式
輪
作
制
度
に
服
し
つ

秋
詞
麦
と
春
蒜
麦
の
区
別
を
指
摘
し
て
い
る
。



か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
輪
作
組
織
を
し
て
二
圃
制
か
ら
三
圃
制
へ
と
推
転
せ
し
め
る
も
の
が
何
だ
っ
た
か
を
、

か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
教
示
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
つ
て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
一
応
の
解
答
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
少
く
と
も
問
題
解
決
の
方
向
だ
け
は
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
思
う
。

の
『
フ
ラ
ン
ス
領
主
制
社
会
』

(
A
.
T
A
L
A
M
A
S
,
 L
a
 S
o
c
i
e
t
e
 S
e
i
g
n
e
u
r
i
a
l
e
 Franc;aise, 1
0
5
0
1
1
2
7
0
,
 
Paris, 
1
9
5
1
)

は、

の
第
一
章
「
中
世
の
政
治
的
民
主
的
環
境
」
に
つ
ゞ
く
第
二
章
を
「
フ
ラ
ン
ス
農
村
の
形
成
」
の
検
討
に
あ
て
て
い
る
が
、

註註註註

四三ニー

（七）

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

プ
ロ
ッ
ク
以
後
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
成
果
を
も
つ
て
い
る
し
、

プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
書
、
一
―
―
―
頁

セ
ー
ゾ
ン
と
は
季
節
の
意
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
土
地
区
劃
の
呼
び
名
で
あ
る
。

プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
害
、
一
―
―
―
―
―
ー
三
四
頁

プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
書
、
一
二
四
頁

第
二
十
巻

業
革
命
以
前
に
お
い
て
は
、
南
部
の
人
々
は
、
三
圃
式
輪
作
制
度
を
導
入
し
て
生
産
額
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
、

第

一

号

た
と
え
ば
、

A
・
タ
ラ
マ
ス

に
思
わ
れ
る
Q

二
圃
制
度
的
慣
習
と
も
呼
び
う
る
も
の
が
そ
れ
程
根
を
下
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
対
立
状
態
は
、
農
業
史
上

（
註
四
）

に
真
の
謎
を
課
し
て
い
る
。
」

決
し
て
考
え
な
か
っ
た
よ
う

八
四

プ
ロ
ッ
ク
を
離
れ
て
明
ら

そ
の
第
一
節
「
開 そ

確
か
に
そ
れ
は
ま
だ



（
と
こ
ろ
で
）
、
こ
ん
な
状
態
に
あ
る
場
合
、
動
物
逹
の
歩
み
は
、
通
常
、

働
か
さ
れ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
よ
う
。

第

一

号

八
五

牛
の
場
合
に
は
緩
歩
、

な
い
し
は
精
々
の
と
こ
ろ
綜
製
の
装
蹄
を
つ
け
た
だ
け
で

墾
」
の
あ
と
を
う
け
た
第
二
節
の
「
技
術
的
諸
発
逹
」
と
題
す
る
諸
頁
は
、

ぐ
諸
学
者
の
業
績
の
綜
合
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、
解
決
の
一
歩
近
ず
い
た
こ
と
を
教
え
る
だ
ら
う
。

こ
の
第
二
節
は
、
さ
ら
に
(

a

)

「
新
し
い
農
業
用
具
」
、
(

b

)

「
栽
培
法
」

及
」
し
、
十
三
世
紀
に
「
完
全
な
発
達
」
に
達
し
た
そ
れ
ら
の
部
面
に
お
け
る
農
業
の
進
歩
を
扱
っ
て
い
る
が
、

「
ル
フ
ェ
ー
プ
ル
・
デ
・
ヌ
エ
ッ
ト
の
諸
労
作
は
新
し
い
繋
駕
様
式
の
導
入
に
よ
っ
て
農
業
用
牽
引
作
業
に
も
た
ら
さ
れ
た
革
命
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
新
翌
駕
法
は
、
そ
の
原
理
が
中
部
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

何
時
や
っ
た
と
も
分
ら
な
い
い
ろ
い
ろ
の
改
良
が
そ
の
上
に
加
わ
っ
て
、
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
ま
で
は
、
牽
引
の
た
め
に
一
般
に

行
わ
れ
て
い
た
方
法
は
、
運
搬
車
に
作
り
つ
け
ら
れ
た
戟
の
両
側
に
二
頭
の
牛
馬
を
並
べ
て
繋
駕
す
る
や
り
方
だ
っ
た
Q

て
、
今
日
の
犬
の
よ
う
に
頸
部
に
支
持
点
を
も
つ
て
、
前
方
を
よ
り
自
由
に
走
ら
さ
れ
た
た
め
に
、

者
の
方
は
、

の
二
つ
に
分
れ
、

十
一
世
紀
に
始
ま
り
、

十
二
世
紀
に
「
普

口
の
循
に
ま
で
届
い
て
い
る
手
綱
だ
け
を
使
っ
て
手
で
操
縦
す
る
こ
と
が
で
き
た
Q

け
れ
ど
も
、
馬
の
場
合
に
は
、
頸
が
し
ま
つ

て
絞
殺
に
至
る
こ
と
が
あ
っ
た
Q

さ
ら
に
ま
た
、
動
物
逹
は
普
通
裸
の
ま
4

の
足
、

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

の
場
合
に
は
頭
部
で
繋
駕
さ
れ
る
の
で
牛
達
の
力
を
抑
制
し
た
が
、

余
儀
な
く
も
、

第
二
十
巻

馬
や
騎
馬
や
蹂
馬
の
場

馬
逹
の
力
を
抑
制
し
は
し
な
か
っ
た
。
御

馬
の
場
合
に
は
二
本
の
曳
綱
で
車
台
に
連
結
さ
れ
た
革
製
の
頸
輪
を
使
っ

の
は
、
次
の
よ
う
な
役
畜
繋
駕
様
式
の
変
革
で
あ
る
ー
ー
、

こ
の
や
り
方
は
、
牛

中
世
期
の
あ
い
だ
に
何
処
の
誰
が

最
初
に
取
上
げ
ら
れ
て
い
る

彼
独
自
の
研
究
と
い
う
よ
り
も
、
明
か
に
プ
ロ
ッ
ク
と
そ
れ
を
継



村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

り
少
し
ば
か
り
劣
つ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
態
に
お
い
て
は
、

は
、
し
ば
し
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
畝
を
縦
横
か
ら
鋤
き
返
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

に
現
わ
れ
且
つ
普
及
し
、

比
較
的
僅
か
で
は
あ
る
が
背
骨
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
に

肩
の
頸
輪
は
皮
膚

つ
い
で
南
部
に
滲
透
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
新
し
い
型
の
頸
輪
を
用
い
て
牽
引
用
具
を
肩
の
と
こ
ろ
で
、

ほ
柔
軟
な
背
負
革
に
よ
っ
て
肩
押
骨
の
骨
張
っ
た
部
分
で
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
は
、
充
実
し
た
始
動
と
自
由
な
カ
一
ば
い
の
牽
引
を
可
能
に
し
た
し
、
数
頭
の
牛
馬
を
縦
列
を
作
ら
せ
て
つ
な
ぐ
こ
と
を
、

個
々
の
牛
馬
を
賂
現
す
る
た
め
に
八
嗚
ら
し
鞭
＞
を
使
う
だ
け
で
殆
ん
ど
無
限
の
力
を
増
す
こ
と
を
、
可
能
な
ら
し
め
た
。

す
な
わ
ち
、

と
接
触
す
る
部
分
に
は
毛
薬
を
詰
め
こ
ま
れ
て
お
り
、
外
側
に
位
醤
を
占
め
て
曳
綱
の
取
付
部
の
役
を
果
す
、
堅
木
製
の
副
木
乃
至
パ
ン
ド
に

よ
っ
て
、
補
充
さ
れ
て
い
る
。
背
負
革
は
、
曳
綱
の
延
長
で
も
あ
り
合
同
で
も
あ
り
、

役
畜
の
頸
を
自
由
に
す
る
こ

と
か
ら
な
り
た
っ

て
い
た
。

な
い
し

先
ず
最
初
に
は
北
部

れ
た
古
代
の
耕
転
作
業
は
、
（
と
り
わ
け
固
い
土
の
場
合
に
は
）
、
大
体
土
譲
の
表
面
を
引
搬
く
だ
け
の
働
き
を
し
か
し
な
か
っ
た
し
、

み
て
、
お
そ
ら
く
鍬
乃
至
踏
鍬
を
使
っ
た
腕
の
労
働
よ
り
も
劣
つ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、

充
分
な
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に

と
こ
ろ
が
、
十
世
紀
に
な
る
と
、
単
蹄
類
を
し
て
き
わ
め
て
高
い
作
業
塁
の
遂
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
繋
駕
様
式
が
、

質
的
に

鋤
の
匁
が
直
接
戟
に
固
定
さ
れ
て
い
る
ア
レ
ー
ル
に
よ
っ
て
行
わ

第
二
十
巻

一
頭
当
り
の
作
莱
醤
は
馬
よ

合
に
は
並
足
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
、
発
車
や
制
動
は
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
作
業
量
は
貧
弱
だ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

の
場
合
、
並
ん
で
繋
駕
さ
れ
た
二
頭
の
馬
は
、
三
ニ
―
グ
ラ
ム
の
ロ
ー
マ
・
リ
ー
プ
ル
で
最
大
限

-
•
五0
0
リ

ー
プ
ル
、

つ
い
て
一
云
え
ば
、
八
噸
の
柱
を
運
搬
す
る
こ
と
に
関
し
て
述
べ
た
ニ
フ

ェ
ー
ズ
寺
院
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
、

第

一

号

八
六

牛
に

通
常
の
道
路

す
な
わ
ち
四
八
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
し
か
ひ

つ
ば
れ
な
か
っ
た
。
馬
一
頭
の
作
業
羹
は
、
ほ
と
ん
ど
今
日
の
仔
馬
や
駿
馬
の
そ
れ
を
超
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
3



な
っ
た
。

ま‘
＞
 

几又こ、

一
舟
i

ロ
ワ
ー
ル
河
の
北
で
は
、
す
な
わ
ち
両
プ
ー
ル
ゴ
ー
―
―
ュ
、

「
牽
引
力
は
一
二
倍
に
な
っ
た
と
み
て
も
低
目
の
評
価
で
あ
る
」、

る
。
当
時
は
、

し
か
も
、
釘
留
さ
れ
る
蹄
鉄
の
採
用
が
そ
の
上
に
加
わ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、

第
L

号

八
七

時
と
し
て
極
端
に
ま
で
狭
い
幅
を
も
ち
ぴ

奥
行
が
深
く
か
つ
し
ば
し
ば
多
数
の
耕
地
群

ロ
レ
エ
ヌ
及
び
ア
ル
ザ
ス
の
一
部
で
は
シ
ャ
リ
ュ
ー
が
支
配

わ
が
国
の
農
村
を
舞
台
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
に

と
タ
ラ
マ
ス
は
つ
け
加
え
て
い
る
。

そ
し
て
、

北
フ
ラ
ン
ス
の
諸
平

す
で
に
古

役
畜
の
作
業
量
が
飛
躍
的
に
品
ま
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

（
託
二
）

ロ
ワ
ー
ル
河
の
北
で
は
主
と
し
て
馬
が
、
南
で
は
牛
が
牽
引
用
役
畜
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
何
れ
の
場
合
に
も
、

で
き
な
い
さ
ら
に
直
大
な
事
実
は
、
「
そ
れ
に
蚊
行
し
て
」
、
耕
作
用
具
が
、
こ
と
に
耕
転
の
最
も
本
質
的
道
具
部
分
に
お
い
て
、

（珪
11)

変
革
を
蒙
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
ア
レ
ー
ル
に
シ
ャ
リ
ュ
ー
が
と
つ
て
代
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
1

心、

代
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
就
中
平
坦
雄
の
重
砧
土
質
土
壌
地
帯
で
は
、
車
付
ア
レ
ー
ル

わ
れ
わ
れ
の
見
逃
す
こ
と
の

）
が
知
ら
れ
て
い
た

(ara1re m
o
n
t
e
 s
u
r
 r
o
a
e
s
 

が
、
そ
の
使
用
は
、
ゴ
ー
ル
で
は
、
こ
と
に
地
中
海
沿
岸
や
ア
キ
タ
ニ
ア
の
大
部
分
を
な
す
谷
形
に
癒
ん
だ
り
地
形
変
化
に
宮
ん
だ
地
方
で

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
、
こ
の
ア
レ
ー
ル
の
根
本
的
に
変
革
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
シ
ャ
リ
ュ
ー
が
、

原
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
か
く
し
て
、
北
部
と
南
部
と
の
間
に
今
日
な
お
続
い
て
い
る
―
つ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、

的
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
新
都
市
や
以
前
領
主
直
営
地
だ
っ
た
土
地
に
出
来
た
農
村
の
場
合
こ
と
に
そ
う
で
あ
る
。

景
観
は
、
バ
レ
ス
の
表
現
を
か
り
る
と
、
八
障
碍
物
を
除
去
し
た
光
景
＞
を
呈
し
た
。
つ
ま
り
、

か
ら
な
る
制
度
が
次
第
に
根
を
下
し
、
か
つ
普
及
し
て
い
っ
た
わ
け
で
、
そ
う
し
た
構
造
の
結
果
、

村
落
制
度
と
晟
業
の
発
逹

（
荘
こ

充
分
適
応
で
き
る
租
度
に
柔
軟
だ
っ
た
。
」

第
二
十
巻

同
じ
よ
う
な

そ
こ
に
お
け
る
農
村
の



村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

っ
た
り
と
接
合
し
合
っ
た
バ
ン
ド
乃
至
革
紐
状
の
耕
地
の
集
り
か
ら
な
る
八
短
冊
型
開
放
耕
地
＞
（
マ
ル
ク
・
プ
ロ
ッ
ク
）
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
れ
に
反
し
て
、
中
部
地
方
（
ベ
エ
リ
ィ
・
示
ワ
ト
オ
・
プ
ー
ル
ボ
ン
ネ
平
野
）
や
ロ
ー
ヌ
河
流
域
地
方
や
ミ
デ
イ
で
は
、

ア
レ
ー
ル
の
使
用
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
し
ば
し
ば
縦
横
に
交
叉
す
る
よ
う
に
鋤
き
返
さ
れ
、

相
等
し
い
八
不
規
則
型
開
放
耕
地
＞
の
光
景
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
地
勢
の
性
質
上
余
儀
な
く
も
大
面
積
の
開
墾
を
阻
ま
れ
、

巡
回
放
牧
の
や
り
方
に
忠
実
に
止
ま
る
ほ
か
は
な
い
地
方
（
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
か
ら
ペ
ル
シ
ュ
や
ヴ
ァ
ン
デ
に
至
る
ア
ル
モ
リ
カ
山
塊
と
そ
の
側

緑
、
中
部
丘
陵
地
帯
、
ビ
ュ
ー
ゲ
イ
と
ア
ル
プ
及
び
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
諸
地
方
、
バ
ス
ク
地
方
）
で
は
、
耕
地
は
生
垣
で
保
護
さ
れ
た
一
塊
り
の

囲
続
乃
至
閉
鎮
さ
れ
た
圃
場
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
生
垣
は
、
あ
た
か
も
ば
ら
ば
ら
に
種
子
を
ま
か
れ
た
森
の
よ
う
な
外
見
を
景

観
に
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
普
近
の
場
合
依
然
と
し
て
ア
レ
ー
ル
が
支
配
し
続
け
た
が
、

1
ニ
ュ
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
メ
ェ
ヌ
、

第
二
十
巻

一
時
的
耕
作
や

北
部
フ
ラ
ン
ス
の
最
良
の
土
地
（
中
部
プ
ル
タ

（
註
四
）

マ
ル
シ
ュ
等
）
で
は
、
次
第
に
シ
ャ
リ
ュ
ー
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

最
後
に
栽
培
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
タ
ラ
マ
ス
は
、
そ
の
基
本
的
な
種
類
と
し
て
一
時
的
耕
作
と
永
続
的
耕
作
を
あ
げ
、
後
者
を
さ

ら
に
二
圃
制
度
と
三
圃
制
度
に
分
け
、
三
圃
制
度
の
方
が
よ
り
発
達
し
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
ま
た
、

北
フ
ラ
ン
ス
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
で
、
「
そ
の
採
用
が
シ
ャ
リ
ュ
ー
の
使
用
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
普
及
と

シ
ャ
リ
ュ
ー
の
そ
れ
と
は
並
行
し
て
い
た
。
」
と
云
い
、

「
一
般
に
、
人
口
が
増
加
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
そ
し
て
ま
た
各
種
の
欲
望
が
大
き
く
な
っ
て
生
産
用
具
が
完
成
さ
れ
て
行
く
に
つ
れ
て
、

記
述
を
要
約
し
て
次
の
よ
う
に
い
つ
て
い
る
ー
ー

J

の
節
の
終
り
で
は
、

以
上
の

こ
の
三
圃
制
度
が
就
中

そ
の
結
果
各
圃
場
の
幅
と
長
さ
が
殆
ん
ど

第

一

号

八
八

殆
ん
ど
到
る
処
で



経
営
は
、
到
る
と
こ
ろ
で
、
次
第
に
ま
す
ま
す
緊
密
に
土
地
に
適
応
し
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
も
の
を
ひ
き
出
し
て
い
っ
た
。

い
る
平
坦
地
方
で
は
、
三
圃
制
度
は
、
か
な
り
に
速
か
に
土
地
の
殆
ん
ど
全
面
積
を
独
占
し
て
い
っ
た
し
、
耕
作
者
達
を
、

と
し
て
は
承
認
さ
れ
た
、
が
然
し
事
実
上
は
強
制
的
な
、
様
々
な
慣
習
に
隷
属
せ
し
め
て
い
っ
た
。

こ
と
に
耕
地
の
場
合
に
は
ひ
き
出
し
て
い
た
が
、

q
註
六

X
註
七
）

に
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
地
方
の
自
然
そ
の
も
の
に
、
常
に
衝
突
し
て
い
た
。
」

註
＿
ク
ラ
マ
ス
、
前
出
書
、
五
一
ー
五
二
頁

註
―
―
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
の
有
名
な
『
小
作
人
』
（
島
津
、
菱
山
訳
、
ケ
ネ
ー
全
集
第
二
巻
）
が
説
明
を
与
え
る
ー
ー
＇
「
馬
で
耕
さ

れ
る
土
地
は
一
二
圃
式
輪
作
法
が
と
ら
れ
る
。
即
ち
、
土
地
の
三
分
の
一
は
小
麦
が
ま
か
れ
、
他
の
三
分
の
一
は
燕
麦
と
冬
期
後
に
ま
か
れ
る
穀
物
と
が
ま

か
れ
、
残
り
の
三
分
の
一
は
休
耕
地
と
せ
ら
れ
る
。
牛
に
よ
っ
て
耕
さ
れ
る
土
地
は
二
圃
式
輪
作
法
が
と
ら
れ
る
」

(
1
0頁
）
。
そ
し
て
、
「
牛
の
使
用

が
馬
の
そ
れ
よ
り
も
好
ま
し
く
思
わ
れ
る
の
は
、
た
だ
山
国
か
或
い
は
散
在
せ
る
僅
か
の
耕
地
し
か
な
い
疫
地
に
於
て
だ
け
で
あ
る
」
（
六
頁
）
。

註
―
―
ー
タ
ラ
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
ジ
ャ
リ
ュ
ー
は
一
二
つ
の
本
質
的
な
特
徴
で
ア
レ
ー
ル
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
第
一
に
、
粽
乃
至
梶
棒
は
二
つ
の
車
輪

を
も
っ
た
車
の
車
体
の
前
半
部
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
鋤
先
は
常
に
金
属
製
の
堅
牢
な
鋤
の
刃
を
も
ち
、
鉄
製
乃
至
鉄
で
補
強
さ
れ
た
二
重
の
製

板
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
全
体
は
後
方
に
向
つ
て
伸
び
た
二
つ
の
鋤
の
柄
に
よ
っ
て
操
ら
れ
る
。
道
具
は
こ
の
よ
う
に
安
定
と
力
を
も

つ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
一
方
で
は
、
そ
れ
を
進
め
た
り
戻
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
土
中
深
く
喰
い
こ
ん
で
ル
ー
ト
を
削
ぎ
取
ら

な
い
よ
う
に
、
車
の
前
半
部
を
持
上
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
こ
の
こ
と
は
普
段
は
土
の
上
を
摩
擦
し
て
い
る
木
製
部
分
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。
他

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畝
の
端
で
の
道
具
の
向
き
を
変
え
る
仕
事
は
、
ア
レ
ー
ル
の
場
合
よ
り
も
骨
が
折
れ
た
。
そ
の
結
果
、
長
方
形
の
畝
で
作
業
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
」

註
四
タ
ラ
マ
ス
、
前
出
書
、
五
三
ー
五
四
頁

註
五
ク
ラ
マ
ス
、
前
出
書
、
五
七
頁

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

は
、
三
圃
制
度
か
ら
若
干
の
技
術
的
発
展
を
、

第
二
十
巻

第

一

号

八
九

二
圃
制
度
的
、

個
人
主
義
的
な
強
い
伝
統

ア
レ
ー
ル
の
地
方
と
囲
続
耕
地
の
地
方
で

疑
い
も
な
く
原
則

シ
ャ
リ
ュ
ー
を
用



以
上
、
プ
ロ
ッ
ク
か
ら
タ
ラ
マ
ス
に
至
る
長
い
検
討
の
結
果
、
タ
ラ
マ
ス
の
云
う
よ
う
に
、
三
圃
制
度
の
採
用
が
シ
ャ
リ
ュ
ー
の
使
用
と
結

（七）

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

註
六
ク
ラ
マ
ス
、
前
出
書
、
五
九
頁

註
七
小
松
芳
喬
氏
の
『
二
澗
農
法
管
見
』
（
前
出
『
加
壊
過
程
』
所
以
）
は
、
こ
の
問
題
に
典
味
深
い
課
題
を
な
げ
か
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
休
閑
地

の
梨
耕
は
一
年
に
二
回
行
わ
れ
る
が
、
作
付
地
の
梨
耕
は
一
年
に
一
回
行
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
」
、
休
閑
地
の
多
い
二
圃
良
法
の
方
が
一
二
圃
農
法
に

比
し
て
多
く
の
労
働
力
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
二
圃
農
法
か
ら
三
圃
長
法
へ
の
推
移
を
決
定
す
る
の
は
労
働
力
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
る

作
物
の
「
質
の
尊
軍
」
か
ら
「
堡
の
尊
直
」
へ
の
変
化
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
作
物
量
の
点
で
は
確
か
に
一
二
圃
農
法
の
方
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
自
給
自
足
的
な
「
質
の
尊
軍
」
の
時
代
が
商
業
的
な
「
址
の
尊
直
」
へ
移
っ
た
こ
と
が
三
圃
農
法
を
支
配
的
に
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
そ
し
て
、
「
梨
耕
は
中
世
の
農
業
労
働
中
最
も
直
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
圃
農
法
に
あ
っ
て
作
付
地
上
の
梨
耕
以
外
の
労
鋤
が
二
圃
長
法
よ
り

多
い
か
ら
と
て
、
到
底
相
殺
せ
ら
れ
得
な
い
」
（
八
五
頁
）
と
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
少
し
独
断
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
げ
ん
に
ク
ラ
マ
ス
も
、
三

圃
制
度
に
つ
い
て
、
「
こ
う
し
た
制
度
が
よ
り
多
く
の
生
産
物
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
人
口
が
増
加
し
た
り
都
会
的
な

中
心
が
発
逹
し
た
り
し
て
い
る
諸
地
方
で
は
殊
に
は
つ
き
り
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
そ
れ
は
圃
場
に
お
け
る
労
鋤
の
著
し
い
強
化

と
循
環
の
開
始
時
に
お
け
る
多
是
の
肥
料
を
強
制
し
た
」
（
五
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
又
、
前
出
ケ
ネ
ー
の
『
小
作
人
』
論
は
、
二
圃
制
度
の
場
合
は

「
同
じ
ァ
ル
パ
ン
の
土
地
が
六
年
間
に
は
小
麦
を
三
回
収
穫
し
、
交
互
に
一
一
一
年
づ
つ
休
耕
さ
れ
る
」
に
反
し
て
、
三
圃
制
度
の
場
合
に
は
「
同
じ
ァ
ル
バ

ン
の
土
地
が
六
年
間
に
は
小
麦
を
二
回
し
か
収
穫
し
な
い
」
、
む
ろ
ん
「
そ
の
他
に
一
二
月
殻
物
の
収
穫
を
二
回
あ
げ
」
る
が
こ
れ
は
飼
料
で
あ
り
、
「
こ

の
点
に
関
し
て
は
」
、
二
圃
制
度
の
方
が
一
二
圃
制
度
「
よ
り
も
有
利
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
ゞ
彼
は
、
一
方
で
は
二
圃
制

度
の
場
合
に
は
「
牛
の
労
鋤
の
緩
慢
さ
の
た
め
に
隈
々
作
地
の
四
分
の
一
以
上
も
余
り
骨
の
折
れ
な
い
雑
穀
類
が
ま
か
れ
る
」
し
、
他
方
で
は
、
「
三
年

に
一
回
だ
け
小
麦
が
ま
か
れ
る
同
じ
土
池
は
、
同
じ
耕
作
で
二
年
毎
に
生
・胆
す
る
時
よ
り
も
多
く
生
眸
す
る
」
か
ら
、
結
局
三
圃
制
度
が
有
利
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

第

一

サ

九

0



第

一

号

九

び
つ
い
て
い
た
こ
と
こ
そ
「
確
認
」
さ
れ
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
輪
作
組
織
の
発
達
の
順
序
が
、

一
時
的
耕
作
↓
二
圃
制
度
↓
三
圃
制
度
の

順
を
辿
る
こ
と
、
梨
の
発
逹
の
道
程
は
ア
レ
ー
ル
か
ら
シ
ャ
リ
ュ
ー
の
順
で
あ
る
こ
と
、
ア
レ
ー
ル
は
不
規
則
型
朕
地
を
シ
ャ
リ
ュ
ー
は
短
冊

型
耕
地
を
必
然
な
ら
し
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
囲
続
制
度
と
開
放
制
度
と
に
関
し
て
一
云
え
ば
、
前
者
は
高
地
地
方
の
、

た
が
つ
て
一
時
的
耕
作
や
広
大
な
未
墾
地
の
存
在
を
前
提
す
る
制
度
で
あ
る
に
対
し
、
後
秤
は
平
坦
部
の
、

シ
ャ
リ
ュ
ー
に
よ
る
耕
作
と
未
墾

地
不
足
と
か
ら
必
然
に
な
る
、
よ
り
進
ん
だ
制
度
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
Q

と
こ
ろ
が
、
高
橋
教
授
の
構
想
で
は
、

可
能
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
母
胎
と
な
り
、
後
者
は
開
放
耕
地
だ
っ
た
が
た
め
に
発
展
が
抑
え
ら
れ
、

む
ろ
ん
、
教
授
の
取
上
げ
ら
れ
た
メ
エ
ヌ
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
幾
度
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

に
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
囲
絵
耕
地
と
三
圃
制
度
と
シ
ャ
リ
ュ
ー
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
地
方
で
あ
る
3

し
た
が
つ
て
問
題
は
複
雑
で
、

の
主
版
を
単
純
に
斥
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
が
、
少
く
と
も
、
メ
ェ
ヌ
の
そ
う
し
た
特
異
性
の
存
在
が
何
故
可
能
だ
っ
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
な
く
、
た
ゞ
単
に
囲
続
地
型
と
開
放
地
型
の
対
立
と
し
て
問
題
を
組
立
て
ら
れ
る
教
授
の
態
度
は
、

わ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
少
く
と
も
大
き
な
誤
解
を
生
む
も
の
と
結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
e

こ
の
点
、
『
中
抵
英
国
農
村
』
（
昭
和
十
七
年
）
に
お
け
る
小
松
芳
喬
教
授
の
態
度
の
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
3

リ
ス
に
お
け
る
同
様
の
問
題
、
ミ
ド
ラ
ン
ド
地
方
11
開
放
耕
地
、
ケ
ン
ト
地
方
11
囲
続
耕
地
の
対
照
を
取
上
げ
、
後
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

村
落
制
度
と
殷
業
の
発
辻

'

ラ
ン
ス
の
拠
点
を
形
成
す
る
も
の
と
見
傲
さ
れ
て
い
る
，

わ
れ
の
知
る
よ
う
に
、
西
部
の
メ
エ
ヌ
と
東
北
部
の
ロ
レ
エ
ヌ
を
と
り
上
げ
、

第
二
十
巻

す
な
わ
ち
教
授
は
、
イ
ギ

明
ら
か
に
誤
つ
て
い
る
と
云

教
授

囲
続
耕
他
型
と
し
て
は
確
か

し
た
が
つ
て
反
動
フ

前
者
は
囲
続
耕
地
だ
っ
た
が
た
め
に
農
業
の
自
主
的
な
発
展
が

士
地
の
痩
せ
た
、
し

す
で
に
わ
れ



の
フ
ラ
ン
ス
語
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
Q

そ
し
て
、

や
が
て

困
難
で

J

の
シ
ャ
ン
バ
ー
―
―
ュ
を
分
割
し
合
っ
て
い
る
各
種
の
保
有
者
逹
の
間

っ
た
。
か
く
し
て
、
囲
塙
の
内
部
に
、
し
ば
し
ば
幅
こ
そ
狭
苦
し
い
が
縦
の
長
い
い
く
つ
か
の
地
条
の
小
グ
ル
ー
プ
が
構
成
さ
れ
た
し
、

図
面
は
、
は
つ
き
り
し
た
標
識
で
生
垣
の
印
を
つ
け
る
こ
と
を
怠
っ
た
地
図
の
場
合
に
は
、

も
す
れ
ば
短
冊
型
耕
地
の
一
カ
ル
デ
イ
ヱ
の
幻
覚
を
与
え
る
。
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
で
八
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
＞
と
い
う
ま
こ
と
に
特
徴
的
な
名

に
、
あ
る
種
の
協
定
が
む
す
ば
れ
た
り
、
あ
る
種
の
作
付
統
制
や
時
と
し
て
は
共
同
放
牧
権
が
随
伴
し
た
り
し
な
い
で
済
む
こ
と
は
、

（
註
二
）

あ
る
。
」

つ
ま
り
、
囲
続
耕
地
地
方
も
シ
ャ
リ
ュ
ー
と
結
び
つ
い
た
場
合
に
は
、
換
言
す
れ
ば
発
達
し
た
農
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

と
に
そ
の
持
分
地
の
面
積
が
狭
い
場
合
に
は
、

そ
の

（
囲
塙
を
作
る
た
め
の
）

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

，

第
二
十
巻

少
し
ば
か
り
慌
て
ぎ
み
の
観
察
者
に
対
し
て
、
と

去
わ
れ
る
、
ー
ー
「
こ
の
地
方
は
大
陸
貿
易
路
に
面
す
る
関
係
か
ら
貨
幣
経
済
が
早
期
に
発
逹
し
て
居
り
、

（
註
こ

で
、
ミ
ド
ラ
ン
ド
制
度
と
の
相
違
点
が
最
も
多
い
独
特
の
農
村
機
構
を
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
」

げ
ん
に
問
題
の
メ
ェ
ヌ
に
関
し
て
、
プ
ロ
ヅ
ク
が
す
で
に
次
の
よ
う
な
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

結
び
つ
く
が
特
殊
の
場
合
に
は
シ
ャ
リ
ュ
ー
と
結
び
つ
く
と
述
べ
た
あ
と
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

耕
さ
れ
る
際
に
も
地
条
の
幅
が
広
く
、
し
た
が
つ
て
各
経
営
者
の
耕
地
は
分
散
し
な
い
と
述
べ
る
文
章
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
ー
ー
・

「
け
れ
ど
も
、
年
月
の
経
過
す
る
う
ち
に
、
こ
う
し
た
余
り
に
も
広
す
ぎ
る
面
積
が
、

譲
与
や
相
続
に
よ
っ
て
多
数
の
経
営
者
達
の
間
に
分

割
さ
れ
る
こ
と
が
起
つ
た
。
こ
の
細
分
割
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
時
と
し
て
い
く
つ
か
の
新
し
い
囲
続
地
を
作
っ
た
。
…
…
け
れ
ど
も
、
こ

か
よ
う
な
費
用
乃
至
労
力
を
さ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起

囲
続
地
の
場
合
に
は
シ
ャ
リ
ュ
ー
で

第

一

号

囲
続
耕
揺
は
元
来
ア
レ
ー
ル
と

そ
れ
が
民
族
的
影
響
と
相
結
ん

九



な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
地
方
の
開
放
耕
地
化
が
結
局
は
阻
止
さ
れ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
囲
鏡
地
型
的
精
神
の
力
で
は
な
く
、

（註一
―-）

さ
ら
に
ま
た
小
松
教
授
は
、
『
十
七
世
紀
に
於
け
る
囲
埼
の
連
続
性
』
な
る
論
文
の
な
か
で
、
「
箇
別
農
業
は
有
能
な
農
業
者
を
一
層
有
能
に

す
る
が
、
叉
無
能
な
農
業
者
を
一
層
無
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

T
h
o
m
a
s
D
a
v
i
s
 

放
耕
地
制
度
其
の
も
の
が
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
共
の
下
に
於
い
て
も
或
る
租
度
の
進
歩
的
農
業
は
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
於
い

て
近
世
に
残
存
し
た
開
放
地
制
度
は
教
科
書
的
形
式
と
は
相
当
の
距
離
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
叉
、

王
の
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
条
件
如
何
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
合
理
的
経
営
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
記
憶
せ
ら

（
註
四
）

る
べ
き
で
あ
る
。
」
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
こ
の
論
文
の
五
八
頁
に
引
用
し
た
プ
ロ
ッ
ク
の
開
放
耕
地
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
開
放
耕
地
制
度
が
、

そ
し
て
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、
高
橋
教
授
の
よ
う
に
、
あ
る
地
方
が
開
放
耕
地
制
度
の
ゆ
え
に
遅
れ
、

進
歩
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
ニ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ュ
ア
連
動
を
一
休
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
？

を
も
っ
た
と
思
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
の
農
業
の
資
本
主
義
化
は
、
最
も
典
型
的
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

地
方
と
囲
鏡
地
地
方
の
あ
る
こ
と
は
す
で
に
み
た
通
り
だ
が
、

実
際
に
は
か
な
り
の
柔
軟
性
を
も
つ
て
い
た
こ
と
を
知
つ
て
い
る
。

の
か
の
力
に
よ
っ
て
で
あ
る
筈
で
あ
る
。

で
は
な
か
っ
た
」
、
と
し
て
そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
が
、

ほ
開
放
耕
地
化
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、

第
二
十
巻

第

一

号

プ
ロ
ッ
ク
は
そ
の
後
に
、
「
け
れ
ど
も
、

九

と
す
れ
ば
、
農
業

エ
ン
グ
ロ
ー
ジ
ュ
ア
運
動
は
交
錯
圃
地
方
に
お
い
て
こ
そ
真
の
劃
時
代
的
意
味

む
ろ
ん
、
イ
ギ
リ
ス
に
も
交
錯
圃

あ
る
地
方
が
囲
続
地
制
度
の
ゆ
え
に

囲
壻
は
常
に
ミ
グ
ス

の
言
葉
を
引
例
し
た
あ
と
で
云
わ
れ
る
、
「
開

他
の
何
も

単
な
る
「
個
人
主
義
」
が
こ
の
よ
う
な
農
莱
生
産
上
の
必
要
に
う
ち
克
ち
う
る
筈
は

ヽ

野
心
的
な
個
人
主
義
は
そ
れ
に
対
し
て
好
意



村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

（
註
五
）

の
資
本
主
義
化
に
と
つ
て
耕
地
制
度
の
も
つ
意
義
は
、
た
と
え
零
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
決
定
的
で
は
な
い
筈
で
あ
る
Q

問
題
の
メ
工
ヌ
地
方
を
こ
れ
以
上
に
深
く
解
剖
し
検
討
す
る
資
料
の
な
い
の
が
残
念
だ
が
、

た
い
理
由
は
、
以
上
で
ほ
ゞ
分
つ
て
も
ら
え
た
と
思
う
。
そ
し
て
最
後
に
、

し
ろ
全
く
正
反
対
の
こ
と
を
さ
え
も
論
証
し
う
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。

た
と
え
ば
ア
ン
リ
・
セ
工
は
、
そ
の
『
十
六
世
紀
か
ら
大
革
命
に
至
る
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
お
け
る
農
村
諸
階
級
』

(H.
See, 
L
e
s
 classes 

rurales e
n
 B
r
e
t
a
g
n
e
 d
u
 X
 V
l
e
 
siecles 
a
 la 
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
)
に
お
い
て
、

い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
あ
と
で
、
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
農
村
の
遅
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
ー
ー
＇

高
橋
教
授
は
そ
の
強
制
・
圧

「
他
の
地
方
で
は
農
村
諸
階
級
の
解
放
連
動
が
農
民
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
剌
戟
し
、
新
都
市
の
創
造
に
よ
っ
て
都
市
階
級
の
発
展
に
貢
郁
し

た
。
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
は
そ
れ
に
似
通
う
何
も
の
も
な
い
。
農
民
逹
は
そ
の
領
主
逹
に
抵
抗
す
る
た
め
に
団
結
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
3

最

も
し
ば
し
ば
孤
立
家
屋
に
住
ん
で
分
散
さ
れ
て
い
た
の
で
、
彼
等
は
、
か
な
り
後
批
に
な
っ
て
し
か
、

農
村
共
同
体
と
い
う
政
治
生
活
の
最
も

（
註

六
）

基
本
的
組
織
体
を
形
成
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
隷
属
関
係
は
他
の
揚
所
よ
り
も
大
で
あ
る
と
い
う
時
代
が
到
来
し
た
。
」

事
実
、
大
革
命
中
最
も
反
動
的
に
動
い
た
の
が
こ
の
孤
立
農
圃
の
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ
だ
っ
た
こ
と
を
想
う
時
、
わ
れ
わ
れ
は
、

う
な
主
張
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
農
村
共
同
体
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、

迫
の
面
の
み
を
強
調
さ
れ
る
が
、

セ
エ
の
こ
の
よ

セ
ヱ
が
右
の
引
用
で
教
え
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
反
対
の
意
味
に
お
い
て
も
理
解
す
べ
き
こ
と
は
、

が
も
し
も
そ
の
著
書
を
い
ま
一
庶
読
み
返
さ
れ
る
な
ら
ば
、
プ
ロ
ッ
ク
自
身
が
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

高
橋
教
授

プ
ロ
ッ
ク
の
間

プ
ル
タ
ー
＝
ュ
の
農
村
が
孤
立
農
家
か
ら
構
成
さ
れ
て

対
象
を
一
般
的
に
囲
饒
型
と
開
放
型
と
の
対
比
に
か
ぎ
れ
ば
、
む

高
橋
教
授
の
構
想
を
そ
の
ま
4

で
は
承
認
し
が

第

一

号

九
四



註註：註：

三ニー

題
の
著
書
の
第
五
章
が
「
諸
社
会
集
団
」
を
扱
い
、
そ
の
第
一
節
が
「
マ
ン
ス
と
農
村
共
同
体
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、

れ
わ
れ
の
知
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
ー
ー
｀

「
農
民
逹
の
小
共
同
体
が
、
た
ゞ
単
に
自
ら
よ
り
強
固
な
自
覚
を
も
つ
に
止
ま
ら
ず
、

生
き
る
意
志
を
認
め
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
は
、
就
中
そ
の
敵
手
に
反
抗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

に
対
し
て
行
わ
れ
た
し
、
し
ば
し
ば
暴
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
十
三
批
紀
に
、
あ
る
布
教
師
は
叫
ん
で
い
る
、

逹
を
殺
害
し
た
り
、
そ
の
城
館
を
焼
き
払
っ
た
り
し
た
こ
と
か
！
＞

．．．．．． 
け
れ
ど
も
、
大
掛
り
の
農
民
暴
動
は
殆
ん
ど
常
に
失
敗
し
、

虐
殺
に
終
っ
た
が
、
兎
も
角
、
あ
ま
り
無
組
織
だ
っ
た
の
で
、
永
続
的
な
も
の
は
何
―
つ
つ
く
り
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

事
に
も
似
た
反
動
よ
り
も
む
し
ろ
、
農
村
共
同
体
に
よ
っ
て
頑
強
に
追
求
さ
れ
た
、

辛
棒
強
く
か
つ
鈍
重
な
闘
争
の
方
が
創
造
的
だ
っ
た
筈
で

（
註
七
）

あ
る
。
農
民
逹
の
最
も
熱
烈
な
願
い
の
一
っ
は
、
村
人
達
の
間
の
団
結
を
翠
固
に
結
成
し
、
そ
の
存
在
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
」

る
、
そ
の
他
等
々
の
自
由
獲
得
の
闘
い
に
お
け
る
、
農
民
の
力
の
主
要
原
因
を
な
し
て
い
た
こ
と
を
説
く
の
が
、

小
松
氏
、
『
中
世
英
国
農
村
』
―
―
―
―
七
頁

プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
醤
、
五
九
頁

小
松
氏
、
『
崩
壊
過
程
』
所
収

村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

で
あ
る
こ
と
は
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
右
の
よ
う
な
共
同
体
と
し
て
の
農
民
の
団
結
が
、

第
一
一
十
巻

第
~ 

与’̂J 

九
五

コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
の
権
利
獲
得
闘
争
に
お
け
る
、

こ
ん
な
薬
火

農
奴
身
分
解
放
闘
争
に
お
け

プ
ロ
ッ
ク
の
右
の
節
の
主
題

最
後
は

八
幾
人
の
農
奴
が
そ
の
領
主

そ
の
反
抗
は
先
ず
第
一
に
そ
の
領
主

社
会
全
体
を
強
制
し
て
余
條
な
く
も
次
第
に
彼
等
の

す
で
に
わ



迫

記
村
落
制
度
と
農
業
の
発
逹

第
二
十
巻

註
四
小
松
氏
、
『
崩
壊
過
程
』
、
二
六
八
頁

註
五
高
栂
教
授
は
ボ
ナ
パ
ル
チ
ス
ム
の
基
礎
に
な
っ
た
プ
ラ
ソ
ス
過
小
農
民
を
す
で
に
み
た
よ
う
に
開
放
耕
地
制
度
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
が
、
『
衰
本

論
』
の
著
者
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
ー
ー
「
こ
の
土
地
所
有
形
態
は
、
コ
リ
初
期
の
旧
諸
形
態
の
下
に
も
見
ら
れ
た
如
く
農
村
の
人
口
が
都

市
の
人
口
を
著
し
く
凌
駕
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
、
随
つ
て
他
の
方
面
に
資
本
制
生
産
方
法
が
支
配
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
発
達
は
相

対
的
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
農
業
以
外
の
生
産
諸
部
門
に
於
い
て
も
資
本
の
集
絞
は
狭
臨
な
限
界
内
を
連
動
す
る
に
過
ぎ
ず
、
寧
ろ
資
本
の
分
散

が
勢
い
を
揮
つ
て
い
る
と
い
う
事
矢
を
前
提
す
る
」
。

註
六
セ
ヱ
、
前
出
蜜
、
緒
論
一
頁

註
七
プ
ロ
ッ
ク
、
前
出
書
、
一
七
一
ニ
ー
一
七
五
頁

共
同
体
的
強
制
と
領
主
権
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
高
橋
教
授
の
見
解
は
、
稿
を
改
め
て
次
号
に
お
い
て
批
判
し
た
い
。

第

一

号

九
六




